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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のデータライン及び複数のゲートラインを有し、前記各データラインの一方の側で
ある第１側と奇数番目のゲートラインとに接続された奇数番目の画素列と、前記各データ
ラインの他方の側である第２側と偶数番目のゲートラインとに接続された偶数番目の画素
列とを持つ画像表示部を備えた液晶パネルと、
　前記奇数番目の画素列と前記偶数番目の画素列に互いに異なるゲートパルスを供給する
ゲート駆動部と、
　前記各データラインに正極性または負極性のデータ電圧を供給する複数のデータ集積回
路と、
　前記各データラインに前記正極性または負極性のデータ電圧を供給するように、外部か
らのデータ信号を前記各データ集積回路に供給するとともに、前記データ集積回路及び前
記ゲート駆動部を制御するタイミング制御部と
　を備え、
　前記ゲート駆動部は、前記奇数番目の画素列と前記偶数番目の画素列に互いに異なる幅
あるいは互いに異なる電圧のゲートパルスを供給することを特徴とする液晶表示装置の駆
動装置。
【請求項２】
　前記タイミング制御部は、第１幅を有し、１水平期間単位に位相がずれるように繰り返
される第１及び第３ゲートシフトクロックと、前記第１幅と異なる第２幅を有し、１水平
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期間単位に位相がずれるように繰り返され、それぞれ第１及び第３ゲートシフトクロック
と重なる期間を有する第２及び第４ゲートシフトクロックを発生し、これらを前記ゲート
駆動部に供給することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項３】
　前記ゲート駆動部は、
　前記第１及び第３ゲートシフトクロックを用いて、前記奇数番目の画素列に接続された
ゲートラインに前記第１幅のゲートパルスを供給するための第１ゲート駆動回路と、
　前記第２及び第４ゲートシフトクロックを用いて、前記偶数番目の画素列に接続された
ゲートラインに前記第２幅のゲートパルスを供給するための第２ゲート駆動回路と
　を備えることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項４】
　前記奇数番目の画素列に供給されるゲートパルスの第１幅は、前記偶数番目の画素列に
供給されるゲートパルスの第２幅よりも広いことを特徴とする請求項３に記載の液晶表示
装置の駆動装置。
【請求項５】
　前記第１幅と第２幅は、１０：７の割合を有することを特徴とする請求項３に記載の液
晶表示装置の駆動装置。
【請求項６】
　前記奇数番目の画素列と前記偶数番目の画素列に供給されるゲートパルスは重なること
を特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項７】
　前記タイミング制御部は、第１電圧を有し、１水平期間単位に位相がずれるように繰り
返される第１及び第２ゲートシフトクロックと、前記第１電圧と異なる第２電圧を有し、
１水平期間単位に位相がずれるように繰り返され、それぞれ第１及び第２ゲートシフトク
ロックと重なる期間を有する第３及び第４ゲートシフトクロックを発生し、これらを前記
ゲート駆動部に供給することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項８】
　前記ゲート駆動部は、
　前記第１及び第２ゲートシフトクロックを用いて、前記奇数番目の画素列に接続された
ゲートラインに第１電圧のゲートパルスを供給する第１ゲート駆動回路と、
　前記第３及び第４ゲートシフトクロックを用いて、前記奇数番目の画素列に接続された
ゲートラインに第２電圧のゲートパルスを供給する第２ゲート駆動回路と
　を備えることを特徴とする請求項７に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項９】
　前記ゲート駆動部は、
　前記第１及び第２ゲートシフトクロックのうちいずれか一つと前記第２電圧の第３及び
第４ゲートシフトクロックのうちいずれか一つを用いて、第４ｉ＋１（ただし、ｉは、０
～ｎ／４の正の整数）ゲートラインに第１電圧のゲートパルスを供給し、第４ｉ＋４ゲー
トラインに第２電圧のゲートパルスを供給する第１ゲート駆動回路と、
　前記第１電圧の第１及び第２ゲートシフトクロックの残り一つと前記第２電圧の第３及
び第４ゲートシフトクロックの残り一つを用いて、第４ｉ＋２ゲートラインに前記第１電
圧のゲートパルスを供給し、第４ｉ＋３ゲートラインに前記第２電圧のゲートパルスを供
給する第２ゲート駆動回路と
　を備えることを特徴とする請求項７に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１０】
　前記タイミング制御部は、第１電圧を有し、１／２水平期間単位に位相がずれるように
繰り返される第１乃至第４ゲートシフトクロックを発生して前記ゲート駆動部に供給する
ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１１】
　前記ゲート駆動部は、



(3) JP 4244227 B2 2009.3.25

10

20

30

40

50

　前記第１及び第３ゲートシフトクロックを用いて、前記奇数番目の画素列に接続された
ゲートラインに第１電圧のゲートパルスを供給する第１ゲート駆動回路と、
　前記第２及び第４ゲートシフトクロックを前記第１電圧と異なる第２電圧に変換し、前
記変換された第２及び第４ゲートシフトクロックを用いて、前記偶数番目の画素列に接続
されたゲートラインに前記第２電圧のゲートパルスを供給する第２ゲート駆動回路と
　を備えることを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１２】
　前記第２ゲート駆動回路は、前記タイミング制御部から供給される前記第１電圧の第２
及び第４ゲートシフトクロックを、前記第２電圧に変換する電圧変換部を備えることを特
徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１３】
　前記電圧変換部は、前記第１電圧の第２及び第４ゲートシフトクロックの入力ラインの
それぞれと基底電圧入力ラインとの間に接続された第１及び第２抵抗を備えることを特徴
とする請求項１２に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１４】
　前記ゲート駆動部は、
　前記第１電圧の第１及び第２ゲートシフトクロックのうちいずれか一つを第２電圧に変
換し、前記第２電圧に変換された第１及び第２ゲートシフトクロックのうちいずれか一つ
と前記第１電圧の第３及び第４ゲートシフトクロックのうちいずれか一つを用いて、第４
ｉ＋１（ただし、ｉは、０～ｎ／４の正の整数）ゲートラインに第１電圧のゲートパルス
を供給し、第４ｉ＋４ゲートラインに第２電圧のゲートパルスを供給する第１ゲート駆動
回路と、
　前記第１電圧の第３及び第４ゲートシフトクロックの残り一つを前記第２電圧に変換し
、前記第２電圧に変換された第３及び第４ゲートシフトクロックの残り一つと前記第１電
圧の第１及び第２ゲートシフトクロックの残りを用いて、第４ｉ＋２ゲートラインに前記
第１電圧のゲートパルスを供給し、第４ｉ＋３ゲートラインに前記第２電圧のゲートパル
スを供給する第２ゲート駆動回路と
　を備えることを特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１５】
　前記第１ゲート駆動回路は、前記第１電圧の第１及び第２ゲートシフトクロックのうち
いずれか一つを第２電圧に変換する第１電圧変換部を備えることを特徴とする請求項１４
に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１６】
　前記第１電圧変換部は、前記第１電圧の第１及び第２ゲートシフトクロックの入力ライ
ンのうちいずれか一つと基底電圧入力ラインとの間に接続された第１抵抗を備えることを
特徴とする請求項１５に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１７】
　前記第２ゲート駆動回路は、前記第１電圧の第３及び第４ゲートシフトクロックのうち
いずれか一つを第２電圧に変換する第２電圧変換部を備えることを特徴とする請求項１４
に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１８】
　前記第２電圧変換部は、前記第１電圧の第３及び第４ゲートシフトクロックの入力ライ
ンのうちいずれか一つと基底電圧入力ラインとの間に接続された第２抵抗を備えることを
特徴とする請求項１７に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１９】
　前記第１電圧は、前記第２電圧よりも高いことを特徴とする請求項８、９、１１及び１
４のいずれか１項に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項２０】
　前記第１電圧のゲートパルスは、１／２水平期間単位に第２電圧のゲートパルスと重な
ることを特徴とする請求項８、９、１１及び１４のいずれか１項に記載の液晶表示装置の
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駆動装置。
【請求項２１】
　前記第１及び第２ゲートシフトクロックは、第１幅を有し、前記第３及び第４ゲートシ
フトクロックは、前記第１幅と異なる第２幅を有することを特徴とする請求項７に記載の
液晶表示装置の駆動装置。
【請求項２２】
　前記第１及び第３ゲートシフトクロックは、第１幅を有し、前記第２及び第４ゲートシ
フトクロックは、前記第１幅と異なる第２幅を有することを特徴とする請求項１０に記載
の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項２３】
　前記第１乃至第４ゲートシフトクロックは、同じ幅を有することを特徴とする請求項１
０に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項２４】
　前記データ集積回路は、１水平期間単位に前記データ電圧の極性を反転させることを特
徴とする請求項１に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項２５】
　前記ゲート駆動部は、前記液晶パネルに形成されることを特徴とする請求項１に記載の
液晶表示装置の駆動装置。
【請求項２６】
　複数のデータライン及び複数のゲートラインを有し、前記各データラインの一方の側で
ある第１側と奇数番目のゲートラインとに接続された奇数番目の画素列と、前記各データ
ラインの他方の側である第２側と偶数番目のゲートラインとに接続された偶数番目の画素
列とを有する画像表示部を備えた液晶表示装置の駆動方法であって、
　前記奇数番目の画素列と前記偶数番目の画素列に互いに異なるゲートパルスを供給する
段階と、
　前記ゲートパルスに同期するように前記各データラインに正極性または負極性のデータ
電圧を供給する段階と
　を備え、
　前記奇数番目の画素列と前記偶数番目の画素列に供給されるゲートパルスは、互いに異
なる幅あるいは互いに異なる電圧を有することを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２７】
　第１幅を有し、１水平期間単位に位相がずれるように繰り返される第１及び第３ゲート
シフトクロックを発生する段階と、
　前記第１幅と異なる第２幅を有し、１水平期間単位に位相がずれるように繰り返され、
、それぞれ第１及び第３ゲートシフトクロックと重なる期間を有する第２及び第４ゲート
シフトクロックを発生する段階と、
をさらに備えることを特徴とする請求項２６に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２８】
　前記異なる幅のゲートパルスを供給する段階は、
　前記第１及び第３ゲートシフトクロックを用いて、前記奇数番目の画素列に接続された
ゲートラインに第１幅を持つゲートパルスを供給する段階と、
　前記第２及び第４ゲートシフトクロックを用いて、前記偶数番目の画素列に接続された
ゲートラインに第２幅のゲートパルスを供給する段階と、
を備えることを特徴とする請求項２７に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２９】
　前記奇数番目の画素列に供給されるゲートパルスの第１幅は、前記偶数番目の画素列に
供給されるゲートパルスの第２幅よりも広いことを特徴とする請求項２８に記載の液晶表
示装置の駆動方法。
【請求項３０】
　前記第１幅と第２幅は、１０：７の割合を有することを特徴とする請求項２９に記載の
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液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３１】
　前記第１幅のゲートパルスと前記第２幅のゲートパルスは重なることを特徴とする請求
項２８に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３２】
　第１電圧を有し、１水平期間単位に位相がずれるように繰り返される第１及び第３ゲー
トシフトクロックを発生する段階と、
　前記第１電圧と異なる第２電圧を有し、１水平期間単位に位相がずれるように繰り返さ
れる第２及び第４ゲートシフトクロックを発生する段階と
　をさらに備えることを特徴とする請求項２６に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３３】
　前記異なる電圧のゲートパルスを供給する段階は、
　前記第１及び第３ゲートシフトクロックを用いて、前記奇数番目の画素列に接続された
ゲートラインに第１電圧を持つゲートパルスを供給する段階と、
　前記第２及び第４ゲートシフトクロックを用いて、前記偶数番目の画素列に接続された
ゲートラインに第２電圧のゲートパルスを供給する段階と、
を備えることを特徴とする請求項３２に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３４】
　前記異なる電圧のゲートパルスを供給する段階は、
　前記第１及び第２ゲートシフトクロックのうちいずれか一つと前記第３及び第４ゲート
シフトクロックのうちいずれか一つを用いて、第４ｉ＋１（ただし、ｉは、０～ｎ／４の
正の整数）ゲートラインに第１電圧のゲートパルスを供給し、第４ｉ＋４ゲートラインに
第２電圧のゲートパルスを供給する段階と、
　前記第１及び第２ゲートシフトクロックの残り一つと前記第３及び第４ゲートシフトク
ロックの残り一つを用いて、第４ｉ＋２ゲートラインに前記第１電圧のゲートパルスを供
給し、第４ｉ＋３ゲートラインに前記第２電圧のゲートパルスを供給する段階と、
を備えることを特徴とする請求項３２に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３５】
　第１電圧を有し、１／２水平期間単位に位相がずれるように繰り返される第１乃至第４
ゲートシフトクロックを発生する段階を備えることを特徴とする請求項２６に記載の液晶
表示装置の駆動方法。
【請求項３６】
　前記異なる電圧のゲートパルスを供給する段階は、
　前記第１電圧の第２及び第４ゲートシフトクロックを、前記第１電圧と異なる第２電圧
に変換する段階と、
　前記第１及び第３ゲートシフトクロックを用いて、前記奇数番目の画素列に接続された
ゲートラインに第１電圧のゲートパルスを供給する段階と、
　前記第２及び第４ゲートシフトクロックを用いて、前記偶数番目の画素列に接続された
ゲートラインに前記第２電圧のゲートパルスを供給する段階と
　を備えることを特徴とする請求項３５に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３７】
　前記異なる電圧のゲートパルスを供給する段階は、
　前記第１電圧の第１及び第２ゲートシフトクロックのうちいずれか一つを第２電圧に変
換する段階と、
　前記第１電圧の第３及び第４ゲートシフトクロックの残り一つを前記第２電圧に変換す
る段階と、
　前記第２電圧の第１及び第２ゲートシフトクロックのうちいずれか一つと前記第１電圧
の第３及び第４ゲートシフトクロックのうちいずれか一つを用いて、第４ｉ＋１（ただし
、ｉは、０～ｎ／４の正の整数）ゲートラインに第１電圧のゲートパルスを供給し、第４
ｉ＋４ゲートラインに第２電圧のゲートパルスを供給する段階と、
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　前記第２電圧の第３及び第４ゲートシフトクロックの残り一つと前記第１電圧の第１及
び第２ゲートシフトクロックの残りを用いて、第４ｉ＋２ゲートラインに前記第１電圧の
ゲートパルスを供給し、第４ｉ＋３ゲートラインに前記第２電圧のゲートパルスを供給す
る段階と
　を備えることを特徴とする請求項３５に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３８】
　前記第１電圧は、前記第２電圧よりも高いことを特徴とする請求項３３、３４、３６及
び３７のいずれか１項に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３９】
　前記第１電圧のゲートパルスは、１／２水平期間単位に前記第２電圧のゲートパルスと
重なることを特徴とする請求項３３、３４、３６及び３７のいずれか１項に記載の液晶表
示装置の駆動方法。
【請求項４０】
　前記データ電圧の極性は、１水平期間単位に繰り返されることを特徴とする請求項２６
に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４１】
　前記第１及び第３ゲートシフトクロックは、第１幅を有し、前記第２及び第４ゲートシ
フトクロックは、前記第１幅と異なる第２幅を有することを特徴とする請求項３２に記載
の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４２】
　前記第１乃至第４ゲートシフトクロックは、同じ幅を有することを特徴とする請求項３
２に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４３】
　前記第１及び第３ゲートシフトクロックは、第１幅を有し、前記第２及び第４ゲートシ
フトクロックは、前記第１幅と異なる第２幅を有することを特徴とする請求項３５に記載
の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４４】
　前記第１乃至第４ゲートシフトクロックは、同じ幅を有することを特徴とする請求項３
５に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４５】
　複数のピクセルを有する表示装置の駆動方法であって、
　第１ゲートパルスを用いて、第１極性の第１予備充電電圧をピクセルの第１群に予備充
電し、第２ゲートパルスを用いて、第２極性の第２予備充電電圧をピクセルの第２群に予
備充電する段階と、
　異なる幅または電圧のうち少なくとも一つを有する前記第１及び第２ゲートパルスのそ
れぞれを用いて、第２極性のデータ電圧を前記ピクセルの第１及び第２群に充電する段階
と
　を備えることを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４６】
　前記ピクセルの第１群は、奇数番目の画素列であり、前記ピクセルの第２群は、偶数番
目の画素列であることを特徴とする請求項４５に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４７】
　前記第１及び第２ゲートパルスは、異なる幅を有することを特徴とする請求項４５に記
載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４８】
　前記第１及び第２ゲートパルスは、異なる電圧を有することを特徴とする請求項４７に
記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４９】
　異なる幅と異なる電圧を有する第１及び第２ゲートクロック信号を用いて、前記第１及
び第２ゲートパルスを生成する段階をさらに備えることを特徴とする請求項４８に記載の
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液晶表示装置の駆動方法。
【請求項５０】
　同じ電圧と異なる幅を有する第１及び第２ゲートクロック信号を用いて、前記第１及び
第２ゲートパルスを生成する段階をさらに備えることを特徴とする請求項４８に記載の液
晶表示装置の駆動方法。
【請求項５１】
　前記第１及び第２ゲートパルスは、同じ電圧を有することを特徴とする請求項４５に記
載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項５２】
　前記第１及び第２ゲートパルスは、異なる電圧を有することを特徴とする請求項４５に
記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項５３】
　前記第１及び第２ゲートパルスは、同じ幅を有することを特徴とする請求項５２に記載
の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項５４】
　同じ幅と異なる電圧を有する第１及び第２ゲートクロック信号を用いて、前記第１及び
第２ゲートパルスを生成する段階をさらに備えることを特徴とする請求項５３に記載の液
晶表示装置の駆動方法。
【請求項５５】
　同じ電圧と幅を有する第１及び第２ゲートクロック信号を用いて、前記第１及び第２ゲ
ートパルスを生成する段階をさらに備えることを特徴とする請求項５３に記載の液晶表示
装置の駆動方法。
【請求項５６】
　第１及び第２ゲートパルス電圧と前記第１及び第２ゲートパルスの幅を一定の電圧に維
持する段階をさらに備えることを特徴とする請求項４５に記載の液晶表示装置の駆動方法
。
【請求項５７】
　前記第２ゲートパルス以外のゲートパルスを供給する第１ゲートドライバを用いて、前
記ピクセルの第１群に前記第１ゲートパルスを供給する段階と、
　前記第１ゲートパルス以外のゲートパルスを供給する第２ゲートドライバを用いて、前
記ピクセルの第２群に前記第２ゲートパルスを供給する段階と
　をさらに備えることを特徴とする請求項４５に記載の液晶表示装置の駆動方法
【請求項５８】
　前記第１ゲートパルスが供給される入力ラインと基底電圧入力ラインとの間に接続され
た抵抗を用いて、前記第１ゲートパルスを前記第２ゲートパルスに変換する段階をさらに
備えることを特徴とする請求項５７に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項５９】
　第１ゲートドライバと第２ゲートドライバを用いて、前記ピクセルの第１群に前記第１
ゲートパルスを供給する段階と、
　前記第１及び第２ゲートドライバを用いて、前記ピクセルの第２群に前記第２ゲートパ
ルスを供給する段階と
　をさらに備えることを特徴とする請求項４５に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項６０】
　前記第１ゲートパルスが供給される入力ラインと基底電圧入力ラインとの間に接続され
た抵抗を用いて、前記第１ゲートパルスを前記第２ゲートパルスに変換する段階をさらに
備えることを特徴とする請求項５９に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項６１】
　同じ極性を有するピクセルの各列と異なる極性を有するピクセルの隣接した列に互いに
異なる時間の間にピクセルの第１及び第２群に異なる極性を有するデータ電圧を供給する
段階をさらに備えることを特徴とする請求項４５に記載の液晶表示装置の駆動方法。
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【請求項６２】
　水平期間単位に前記ピクセルの第１群と前記ピクセルの第２群に供給される前記データ
電圧の極性を反転させる段階をさらに備えることを特徴とする請求項４５に記載の液晶表
示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特に、縦ディム（dim）を最小限に抑えて画質を向上
させられる液晶表示装置の駆動装置及び駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近来、陰極線管（Cathode Ray Tube）の短所とされる重さと体積を減らすことのできる
各種の平板表示装置が注目されている。この平板表示装置には、液晶表示装置（Liquid C
rystal Display）、電界放出表示装置（Field Emission Display）、プラズマ表示パネル
（Plasma Display Panel）及び発光表示装置（Light Emitting Display）などがある。
【０００３】
　このうち、液晶表示装置は、電界を用いて液晶の光透過率を調節することによって画像
を表示する。
【０００４】
　このため、スイッチング素子の薄膜トランジスタ（Thin Film Transistor；ＴＦＴ）（
以下、ＴＦＴとする。）を用いるアクティブマトリクス方式の液晶表示装置が知られてい
る。このアクティブマトリクス方式の液晶表示装置は、ゲートラインとデータラインをマ
トリクス状に配置し、その交差点にＴＦＴが配置されたＴＦＴアレイ基板と、該基板と所
定の間隔をおいて配置される対向基板とを備え、これら両基板間に液晶材料を封入し、こ
の液晶材料に印加される電圧をＴＦＴにより制御し液晶の電気光学的効果を用いて画像を
表示している。
【０００５】
　しかしながら、アクティブマトリクス方式の液晶表示装置では、高鮮明化に伴う画素数
の増大によりゲートライン及びデータラインの数が非常に増加し、しかも、駆動集積回路
の数も増加し、コスト高を招くという問題点があった。また、駆動集積回路とアレイ基板
における接続のためのパッド間のピッチが狭くなるために相互間の接続が困難で、接続作
業の収率が低下してしまう。
【０００６】
　この種の問題を同時に解決するために、隣接する２画素に１本のデータラインから時分
割で電位を提供することによって、要求されるデータ駆動集積回路の数を低減し、原価節
減が図られる液晶表示装置及びその駆動方法が提案されている（例えば、特許文献１参照
）。
【０００７】
　ここでは、液晶の劣化防止及び表示品質の向上のために、データ電圧の極性をフレーム
、ライン及びドットのうちいずれかの単位で反転させ、１水平期にゲートパルスを１／２
水平期間単位に重ねてゲートラインに提供する。
【０００８】
　図２は、図１Ａ及び図１Ｂに示す各画素に供給されるデータ電圧の極性及びゲートパル
スを示す駆動波形図である。
【０００９】
　まず、データ電圧の極性は、水平ライン単位に反転されるように供給され、ゲートパル
スは、前のゲートラインＧＬに供給されるゲートパルスと１／２水平期間が重なるように
供給される。このときに、ゲートラインＧＬに供給されるゲートパルスは、同じ幅を有す
る。
【００１０】
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　これにより、各画素１６は、１水平期間のうち前のゲートラインＧＬに供給されるゲー
トパルスと重なる第１期間に、データ電圧を予備充電（Pre-charging)し、残る第２期間
に実際のデータ電圧を充電する。
【００１１】
　次に、図２を、図１Ａ及び図１Ｂとともに具体的に説明する。
【００１２】
　まず、第１水平期間の第１期間の前の期間の間に第１ゲートラインＧＬ１に接続された
奇数番目の画素１６は、第ＮゲートラインＧＬｎに供給されたゲートパルスと重なるゲー
トパルスによって、各データラインＤＬから最後の水平ラインの各画素１６に供給された
負極性（－）のデータ電圧で予備充電される。
【００１３】
　その後、第１水平期間の第１期間に、負極性（－）のデータ電圧で予備充電された第１
ゲートラインＧＬ１に接続された奇数番目の画素１６は、ゲートパルスによって各データ
ラインＤＬからの奇数番目画素用の正極性（＋）のデータ電圧を充電する。
【００１４】
　これと同時に、第１水平期間の第１期間に、第２ゲートラインＧＬ２に接続された偶数
番目の画素１６は、第１ゲートラインＧＬ１に供給されるゲートパルスと重なるように供
給されるゲートパルスによって、各データラインＤＬからの奇数番目画素用の正極性（＋
）のデータ電圧を予備充電する。
【００１５】
　続いて、第１水平期間の第２期間に、奇数番目画素用の正極性（＋）のデータ電圧で予
備充電された第２ゲートラインＧＬ２に接続した奇数番目の画素１６は、ゲートパルスに
よって各データラインＤＬからの偶数番目画素用の正極性（＋）のデータ電圧を充電する
。
【００１６】
　これと同時に、第１水平期間の第２期間に、第３ゲートラインＧＬ３に接続した奇数番
目の画素１６は、第２ゲートラインＧＬ２に供給されるゲートパルスと重なるように供給
されるゲートパルスによって各データラインＤＬからの偶数番目画素用の正極性（＋）の
データ電圧を予備充電する。
【００１７】
　これにより、第１水平期間に各データラインＤＬの左側及び右側に接続した奇数番目及
び偶数番目の画素１６は、正極性（＋）のデータ電圧を充電するようになる。
【００１８】
　その後、第２水平期間の第１期間の間に正極性（＋）のデータ電圧で予備充電された第
３ゲートラインＧＬ３に接続された奇数番目の画素１６は、ゲートパルスによって各デー
タラインＤＬからの奇数番目画素用の負極性（－）のデータ電圧を充電する。
【００１９】
　これと同時に、第２水平期間の第１期間に、第４ゲートラインＧＬ４に接続された偶数
番目の画素１６は、第３ゲートラインＧＬ３に供給されるゲートパルスと重なるように供
給されるゲートパルスによって、各データラインＤＬからの奇数番目画素用の負極性（－
）のデータ電圧を予備充電する。
【００２０】
　続いて、第２水平期間の第２期間に、奇数番目画素用の負極性（－）のデータ電圧で予
備充電された、第４ゲートラインＧＬ４に接続された偶数番目画素１６は、ゲートパルス
によって各データラインＤＬからの偶数番目画素用の負極性（－）のデータ電圧を充電す
る。
【００２１】
　これと同時に、第２水平期間の第２期間に、第５ゲートラインＧＬ５に接続された奇数
番目の画素１６は、第４ゲートラインＧＬ４に供給されるゲートパルスと重なるように供
給されるゲートパルスによって、各データラインＤＬからの偶数番目画素用の負極性（－
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）のデータ電圧を予備充電する。
【００２２】
　これにより、第２水平期間に、各データラインＤＬの左側及び右側に接続された奇数番
目及び偶数番目の画素１６は、負極性（－）のデータ電圧を充電するようになる。
【００２３】
　このような第１及び第２水平期間と同様の方式で、第３乃至第Ｎ水平期間に、各画素１
６に対して、ゲートラインＧＬに同じ幅のゲートパルスを供給すると同時に、各データラ
インに正極性（＋）及び負極性（－）のデータ電圧を供給する。
【００２４】
　したがって、上記従来の液晶表示装置の駆動方法では、ライン反転駆動方式で液晶表示
装置を駆動することになる。
【００２５】
【特許文献１】大韓民国公開特許公報第２００５-００１０５号（公開日：２００５年１
月３日）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２６】
　しかしながら、上記のライン反転駆動方式の液晶表示装置では、各ゲートラインＧＬに
順次同じ幅のゲートパルスを供給するため、各データラインＤＬの第１側（左側）と奇数
番目のゲートラインＧＬ１，ＧＬ３，．．．に接続された奇数番目の画素列Ｐｏと、各デ
ータラインＤＬの第２側（右側）と偶数番目のゲートラインＧＬ２，ＧＬ４，．．．に接
続された偶数番目の画素列Ｐｅ間に輝度差が生じ、縦ディム（Dim）を招くという問題点
があった。
【００２７】
　具体的に、奇数番目の画素列Ｐｏは、実際極性のデータ電圧と相反する極性で予備充電
されるのに対し、偶数番目の画素列Ｐｅは実際極性のデータ電圧と同じ極性で予備充電さ
れる。すなわち、奇数番目の画素列Ｐｏは、負極性（－）に予備充電された後に正極性（
＋）のデータ電圧で充電されたり、正極性（＋）に予備充電された後に負極性（－）のデ
ータ電圧で充電される。これに対し、偶数番目の画素列Ｐｅは、負極性（－）に予備充電
された後に負極性（－）のデータ電圧で充電されたり、正極性（＋）に予備充電された後
に正極性（＋）のデータ電圧で充電される。その結果、予備充電時に、奇数番目の画素列
Ｐｏと偶数番目の画素列Ｐｅに印加されるデータ電圧の極性が異なってくる。
【００２８】
　したがって、かかる従来の液晶表示装置及び駆動方法は、奇数番目の画素列Ｐｏの各画
素１６に充電される実際データ電圧と偶数番目の画素列Ｐｅの各画素１６に充電される実
際データ電圧間の差に起因する縦ディムにより画質が低下するという問題点があった。
【００２９】
　本発明はかかる問題点を解決するためになされたものであり、縦ディムを最小限に抑え
て画質を向上させられる液晶表示装置の駆動装置及び駆動方法を提供することを目的とし
ている。
【課題を解決するための手段】
【００３０】
　本発明による液晶表示装置の駆動装置は、複数のデータライン及び複数のゲートライン
を有し、前記各データラインの一方の側である第１側と奇数番目のゲートラインとに接続
された奇数番目の画素列と、前記各データラインの他方の側である第２側と偶数番目のゲ
ートラインとに接続された偶数番目の画素列とを持つ画像表示部を備えた液晶パネルと、
前記奇数番目の画素列と前記偶数番目の画素列に互いに異なるゲートパルスを供給するゲ
ート駆動部と、前記各データラインに正極性または負極性のデータ電圧を供給する複数の
データ集積回路と、前記各データラインに前記正極性または負極性のデータ電圧を供給す
るように、外部からのデータ信号を前記各データ集積回路に供給するとともに、前記デー
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タ集積回路及び前記ゲート駆動部を制御するタイミング制御部と、を備え、前記ゲート駆
動部は、前記奇数番目の画素列と前記偶数番目の画素列に互いに異なる幅あるいは互いに
異なる電圧のゲートパルスを供給することを特徴とする。
【００３１】
　本発明による液晶表示装置の駆動方法は、複数のデータライン及び複数のゲートライン
を有し、前記各データラインの一方の側である第１側と奇数番目のゲートラインとに接続
された奇数番目の画素列と、前記各データラインの他方の側である第２側と偶数番目のゲ
ートラインとに接続された偶数番目の画素列とを有する画像表示部を備えた液晶表示装置
の駆動方法であって、前記奇数番目の画素列と前記偶数番目の画素列に互いに異なるゲー
トパルスを供給する段階と、前記ゲートパルスに同期するように前記各データラインに正
極性または負極性のデータ電圧を供給する段階と、を備え、前記奇数番目の画素列と前記
偶数番目の画素列に供給されるゲートパルスは、互いに異なる幅あるいは互いに異なる電
圧を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明の実施形態による液晶表示装置の駆動装置及び駆動方法は、ライン反転駆動時に
１つのデータライン両側に配置された奇数番目の画素列と偶数番の目の画素列に供給され
るゲートパルスの幅及び／または電圧を異ならせることによって、予備充電時に異なる極
性が充電される奇数番目の画素列と偶数番目の画素列のそれぞれの実際データ電圧に対す
る充電時間を異ならせるため、縦ディムを最小限に抑えて画質を向上させることが可能に
なる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　以下、添付の図面に基づき、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
【００３４】
　実施の形態１．
　図３は、本発明の実施の形態１による液晶表示装置の駆動装置を示す図である。
【００３５】
　図３を参照すると、本発明の実施の形態１による液晶表示装置の駆動装置は、複数のデ
ータラインＤＬ（図１Ａ及び図１Ｂ参照）及び複数のゲートラインＧＬ（図１Ａ及び図１
Ｂ参照）を有し、各データラインＤＬの第１側（図における左側）と奇数番目のゲートラ
インＧＬ１，ＧＬ３，．．．とに接続された奇数番目の画素列Ｐｏ、及び各データライン
ＤＬの第２側（図における右側）と偶数番目のゲートラインＧＬ２、ＧＬ４，．．．とに
接続された偶数番目の画素列Ｐｅを有する画像表示部１１２を備えた液晶パネル１１０と
、奇数番目のゲートラインＧＬ１，ＧＬ３，．．．と偶数番目のゲートラインＧＬ２，Ｇ
Ｌ４，．．．に互いに異なる幅のゲートパルスを供給するゲート駆動部と、各データライ
ンＤＬに正極性（＋）または負極性（－）のデータ電圧を供給する複数のデータ集積回路
（Data Integrated Circuit）１４０と、各データラインＤＬに正極性（＋）または負極
性（－）のデータ電圧を供給するように外部からのデータ信号を各データ集積回路１４０
に供給するとともに、各データ集積回路１４０及びゲート駆動部を制御するタイミング制
御部１２２と、を備える。
【００３６】
　また、本発明の実施の形態１による液晶表示装置の駆動装置は、タイミング制御部１２
２と図示せぬ電源回路とが実装された印刷回路基板（Printed Circuit Board）１２０と
、各データ集積回路１４０が実装され、印刷回路基板１２０と液晶パネル１１０間に接続
された複数のテープキャリアパッケージ（TaPe Carrier Package；以下、ＴＣＰ'と称す
る。）１３４と、をさらに備える。
【００３７】
　また、本発明の実施の形態１による液晶表示装置の駆動装置において、ゲート駆動部は
、奇数番目のゲートラインＧＬ１，ＧＬ３，．．．に第１幅のゲートパルスを供給する第
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１ゲート駆動回路１５０と、偶数番目のゲートラインＧＬ２，ＧＬ４，．．．に第１幅と
異なる第２幅のゲートパルスを供給する第２ゲート駆動回路１６０と、を備える。
【００３８】
　画像表示部１１２は、各ゲートラインＧＬに供給されるゲートパルスと各画素列Ｐｏ，
Ｐｅに供給されるデータ電圧により各画素の光透過率を調節し、実際画像を表示する。
【００３９】
　各ＴＣＰ １３４は、ＴＡＢ（TaPe Automated Bonding）方式により印刷回路基板１２
０と液晶パネル１１０間に電気的に接続される。ここで、各ＴＣＰ １３４の入力パッド
は、印刷回路基板１２０に電気的に接続され、出力パッドは液晶パネル１１０に電気的に
接続される。
【００４０】
　タイミング制御部１２２は、外部の駆動システムから供給される垂直、水平同期信号及
びデータイネーブル信号によって、駆動システムから供給されるソースデータを液晶パネ
ル１１０の駆動に適合するように整列して各データ集積回路１４０に供給する。
【００４１】
　また、タイミング制御部１２２は、駆動システムから供給される垂直、水平同期信号及
びデータイネーブル信号を用いて、各データ集積回路１４０の駆動タイミングを制御する
ためのソーススタートパルス（Source Start Pulse：ＳＳＰ）、ソースシフトクロック（
Source Shift Clock：ＳＳＣ）、極性制御信号（Polarity：ＰＯＬ）及びソース出力イネ
ーブル信号（Source Output Enable：ＳＯＥ）を有するデータ制御信号を生成し、これを
各データ集積回路１４０に供給する。ここで、タイミング制御部１２２は、画像表示部１
１２に供給されるデータの極性が、水平ライン単位に反転、すなわちライン反転されるよ
うに極性制御信号ＰＯＬを生成する。
【００４２】
　そして、タイミング制御部１２２は、駆動システムから供給される垂直、水平同期信号
及びデータイネーブル信号を用いて、第１及び第２ゲート駆動回路１５０，１６０のそれ
ぞれの駆動タイミングを制御するためのゲートスタートパルス（Gate Start Pulse：ＧＳ
Ｐ）、複数のゲートシフトクロック（Gate Shift Clock：ＧＳＣ）及びゲート出力イネー
ブル信号（Gate Output Enable：ＧＯＥ）を有するゲート制御信号を生成し、これを第１
及び第２ゲート駆動回路１５０，１６０のそれぞれに供給する。
【００４３】
　一方、タイミング制御部１２２は、第１及び第２ゲート駆動回路１５０，１６０を構成
するシフトレジスタを駆動するためのゲートシフトクロックの数によって複数のゲートシ
フトクロックを発生する。ここで、第１及び第２ゲート駆動回路１５０，１６０のそれぞ
れが、２個のゲートシフトクロックを用いてゲートパルスを生成するものと仮定する。
【００４４】
　これにより、タイミング制御部１２２は、垂直、水平同期信号及びデータイネーブル信
号を用いて、図４に示す第１幅Ｗ１を持つ第１及び第３ゲートシフトクロックＣＬＫ１，
ＣＬＫ３と、第１幅Ｗ１と異なる第２幅Ｗ２を持つ第２及び第４ゲートシフトクロックＣ
ＬＫ２，ＣＬＫ４を生成する。ここで、第１幅Ｗ１は、第２幅Ｗ２よりも大きく設定され
、好ましくは、第１幅Ｗ１と第２幅Ｗ２は、１０：７の割合に設定される。
【００４５】
　具体的に、タイミング制御部１２２は、入力されるデータイネーブル信号と異なる第１
及び第２マスキング信号を用いて、第１幅Ｗ１を持つ第１及び第３ゲートシフトクロック
ＣＬＫ１，ＣＬＫ３と第２幅Ｗ２を持つ第２及び第４ゲートシフトクロックＣＬＫ２，Ｃ
ＬＫ４とを生成する。すなわち、タイミング制御部１２２は、データイネーブル信号を２
分周し、２分周されたデータイネーブル信号をカウンティングして基準クロックを生成し
、生成された基準クロックと第１マスキング信号によって基準クロックの立ち下り時間を
制御することで、第１幅Ｗ１を持つ第１及び第３ゲートシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ
３を生成する。また、タイミング制御部１２２は、基準クロックと第２マスキング信号に
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よって基準クロックの立ち下り時間を制御することで、第２幅Ｗ２を持つ第２及び第４ゲ
ートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ４を生成する。
【００４６】
　そして、タイミング制御部１２２は、第１及び第２幅Ｗ１，Ｗ２を持つ第１乃至第４ゲ
ートシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ２，ＣＬ３、ＣＬＫ４の位相を１／２水平期間だけ
重なるように順次ずらして第１及び第２ゲート駆動回路１５０，１６０に供給する。ここ
で、第１幅Ｗ１の第１及び第３ゲートシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ３は、第１ゲート
駆動回路１５０に供給され、第２幅Ｗ２の第２及び第４ゲートシフトクロックＣＬＫ２，
ＣＬＫ４は、第２ゲート駆動回路１６０に供給される。
【００４７】
　各データ集積回路１４０は、タイミング制御部１２２からＴＣＰ １３４の入力パッド
を介して入力されるデータ制御信号によってタイミング制御部１２２からのデータ信号を
アナログデータ電圧に変換し、これをＴＣＰ １３４の出力パッドを介して液晶パネル１
１０の各データラインＤＬに供給する。ここで、各データ集積回路１４０は、タイミング
制御部１２２からの極性制御信号ＰＯＬによって正極性（＋）または負極性（－）データ
電圧を生成し、これをタイミング制御部１２２からのソース出力イネーブル信号ＳＯＥに
応じて各データラインＤＬに供給する。
【００４８】
　第１ゲート駆動回路１５０は、液晶パネル１１０の一側に直接形成され、画像表示部１
１２の奇数番目のゲートラインＧＬ１，ＧＬ３，．．．，ＧＬｎ－１に電気的に接続され
る。この第１ゲート駆動回路１５０は、タイミング制御部１２２からのゲートスタートパ
ルスＧＳＰによって駆動され、タイミング制御部１２２からの第１及び第３ゲートシフト
クロックＣＬＫ１，ＣＬＫ３によって、１水平期間単位に位相が順次ずれる第１幅Ｗ１の
ゲートパルスを生成し、タイミング制御部１２２からのゲート出力イネーブル信号ＧＯＥ
によって、第１幅Ｗ１のゲートパルスを奇数番目のゲートラインＧＬ１，ＧＬ３，．．．
，ＧＬｎ－１に順次供給する。
【００４９】
　第２ゲート駆動回路１６０は、液晶パネル１１０の他側に直接形成され、画像表示部１
１２の偶数番目のゲートラインＧＬ２，ＧＬ４，．．．，ＧＬｎに電気的に接続される。
この２ゲート駆動回路１６０は、タイミング制御部１２２からのゲートスタートパルスＧ
ＳＰによって駆動され、タイミング制御部１２２からの第２及び第４ゲートシフトクロッ
クＣＬＫ２，ＣＬＫ４によって１水平期間単位に位相が順次ずれる第２幅Ｗ２のゲートパ
ルスを生成し、タイミング制御部１２２からのゲート出力イネーブル信号ＧＯＥに応じて
、第２幅Ｗ２のゲートパルスを偶数番目のゲートラインＧＬ２，ＧＬ４，．．．，ＧＬｎ
に順次供給する。
【００５０】
　これにより、第１及び第２ゲート駆動回路１５０，１６０は、１／２水平期間単位に重
なるようにゲートパルスを画像表示部１１２のゲートラインＧＬに順次供給する。
【００５１】
　一方、図５は、本発明の実施の形態１による液晶表示装置の駆動方法を示す駆動波形図
である。
【００５２】
　まず、図５に示すデータ電圧の極性は、水平ライン（１水平期間）単位に反転され、奇
数番目のゲートラインＧＬ１，ＧＬ３，．．．，ＧＬｎ－１と偶数番目のゲートラインＧ
Ｌ２，ＧＬ４，．．．，ＧＬｎには、１／２水平期間重なる第１及び第２幅Ｗ１，Ｗ２の
ゲートパルスが順次供給される。
【００５３】
　これにより、各画素１１６は、１水平期間のうち、前のゲートラインＧＬに供給される
ゲートパルスと重なる第１期間にデータ電圧を予備充電（Pre-charging）し、残る第２期
間に実際データ電圧を充電する。ここで、第１幅Ｗ１のゲートパルスによる奇数番目の画
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素列Ｐｏのデータ電圧充電時間は、第２幅Ｗ２のゲートパルスによる偶数番目の画素列Ｐ
ｅよりも長くなる。
【００５４】
　次に、図３及び図５を参照しつつ、本発明の実施の形態１による液晶表示装置の駆動方
法について詳細に説明する。
【００５５】
　まず、第１水平期間の前の期間で、第１ゲートラインＧＬ１に接続された奇数番目の画
素１１６は、第ＮゲートラインＧＬｎに供給される第２幅Ｗ２のゲートパルスと重なるよ
うに第１ゲート駆動回路１５０から供給される第１幅Ｗ１のゲートパルスによって負極性
（－）のデータ電圧が予備充電されたものと仮定する。
【００５６】
　これにより、第１水平期間で、第２ゲート駆動回路１６０は、第１ゲート駆動回路１５
０から第１ゲートラインＧＬ１に供給される第１幅Ｗ１のゲートパルスと重なるように第
２ゲートラインＧＬ２に第２幅Ｗ２のゲートパルスを供給する。これにより、第１ゲート
ラインＧＬ１に供給される第１幅Ｗ１のゲートパルスと第２ゲートラインＧＬ２に供給さ
れる第２幅Ｗ２のゲートパルスとが重なる第１水平期間の第１期間に、負極性（－）のデ
ータ電圧で予備充電された第１ゲートラインＧＬ１に接続された奇数番目の画素１１６は
、第１幅Ｗ１のゲートパルスによって各データラインＤＬからの奇数番目画素用の正極性
（＋）のデータ電圧を充電し、第２ゲートラインＧＬ２に接続された偶数番目画素１１６
は、第２幅Ｗ２のゲートパルスによって各データラインＤＬからの奇数番目画素用の正極
性（＋）のデータ電圧を予備充電する。
【００５７】
　その後、第１ゲート駆動回路１５０は、第２ゲート駆動回路１６０から第２ゲートライ
ンＧＬ２に供給される第２幅Ｗ２のゲートパルスと重なるように第３ゲートラインＧＬ３
に第１幅Ｗ１のゲートパルスを供給する。これにより、第２ゲートラインＧＬ２に供給さ
れる第２幅Ｗ２のゲートパルスと第３ゲートラインＧＬ３に供給される第１幅Ｗ１のゲー
トパルスとが重なる第１水平期間の第２期間に、正極性（＋）のデータ電圧で予備充電さ
れた第２ゲートラインＧＬ２に接続された偶数番目の画素１１６は、第２幅Ｗ２のゲート
パルスによって各データラインＤＬからの偶数番目画素用の正極性（＋）データ電圧を充
電し、第３ゲートラインＧＬ３に接続された奇数番目の画素１１６は、第１幅Ｗ１のゲー
トパルスによって各データラインＤＬからの偶数番目画素用の正極性（＋）のデータ電圧
を予備充電する。
【００５８】
　したがって、第１水平期間に、各データラインＤＬの左側及び右側に接続された奇数番
目及び偶数番目の画素１１６は、正極性（＋）のデータ電圧を充電するようになる。この
ときに、正極性（＋）のデータ電圧で予備充電された偶数番目の画素１１６は、第２幅Ｗ
２のゲートパルスによって負極性（－）のデータ電圧で予備充電された奇数番目の画素１
１６の充電時間よりも短い時間で正極性（＋）のデータ電圧を充電する。
【００５９】
　その後、第２水平期間で、第２ゲート駆動回路１６０は、第１ゲート駆動回路１５０か
ら第３ゲートラインＧＬ３に供給される第１幅Ｗ１のゲートパルスと重なるように第４ゲ
ートラインＧＬ４に第２幅Ｗ２のゲートパルスを供給する。これにより、第３ゲートライ
ンＧＬ３に供給される第１幅Ｗ１のゲートパルスと第４ゲートラインＧＬ４に供給される
第２幅Ｗ２のゲートパルスとが重なる第２水平期間の第１期間に、正極性（＋）のデータ
電圧で予備充電された第３ゲートラインＧＬ３に接続された奇数番目の画素１１６は、第
１幅Ｗ１のゲートパルスによって各データラインＤＬからの奇数番目画素用の負極性（－
）のデータ電圧を充電し、第４ゲートラインＧＬ４に接続された偶数番目の画素１１６は
、第２幅Ｗ２のゲートパルスによって各データラインＤＬからの奇数番目画素用の負極性
（－）のデータ電圧を予備充電する。
【００６０】
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　続いて、第１ゲート駆動回路１５０は、第２ゲート駆動回路１６０から第４ゲートライ
ンＧＬ４に供給される第２幅Ｗ２のゲートパルスと重なるように、第５ゲートラインＧＬ
５に第１幅Ｗ１のゲートパルスを供給する。これにより、第４ゲートラインＧＬ４に供給
される第２幅Ｗ２のゲートパルスと第５ゲートラインＧＬ５に供給される第１幅Ｗ１のゲ
ートパルスとが重なる第２水平期間の第２期間に、負極性（－）のデータ電圧で予備充電
された第４ゲートラインＧＬ４に接続された偶数番目の画素１１６は、第２幅Ｗ２のゲー
トパルスによって各データラインＤＬからの偶数番目画素用負極性（－）のデータ電圧を
充電し、第５ゲートラインＧＬ５に接続された奇数番目の画素１１６は、第１幅Ｗ１のゲ
ートパルスによって各データラインＤＬからの偶数番目画素用の負極性（－）のデータ電
圧を予備充電する。
【００６１】
　したがって、第２水平期間に、各データラインＤＬの左側及び右側に接続された奇数番
目及び偶数番目の画素１１６は、負極性（－）のデータ電圧を充電するようになる。この
ときに、負極性（－）のデータ電圧で予備充電された偶数番目の画素１１６は、第２幅Ｗ
２のゲートパルスによって正極性（＋）のデータ電圧で予備充電された奇数番目の画素１
１６の充電時間よりも短い時間の間に負極性（－）のデータ電圧を充電する。
【００６２】
　以降、第１及び第２水平期間における方式と同様の方式で、第３乃至第Ｎ水平期間に、
各画素１１６に対して、奇数番目のゲートラインＧＬ１，ＧＬ３，．．．，ＧＬｎ－１へ
の第１幅Ｗ１のゲートパルスと偶数番目のゲートラインＧＬ２，ＧＬ４，．．．，ＧＬｎ
への第２幅Ｗ２のゲートパルスとを１／２水平期間重なるように供給すると同時に、各デ
ータラインに正極性（＋）及び負極性（－）のデータ電圧を供給する。
【００６３】
　したがって、本発明の実施の形態１による液晶表示装置の駆動装置及び駆動方法は、異
なる幅のゲートパルスによって奇数番目の画素列Ｐｏと偶数番目の画素列Ｐｅのそれぞれ
の充電時間を異ならせることによって、奇数番目の画素列Ｐｏと偶数番目の画素列Ｐｅ間
の輝度差から生じる縦ディム（Dim）を最小化することができる。
【００６４】
　具体的に、奇数番目の画素列Ｐｏは、実際データ電圧の極性と相反する極性で予備充電
されるのに対し、偶数番目の画素列Ｐｅは実際データ電圧の極性と同じ極性で予備充電さ
れる。すなわち、奇数番目の画素列Ｐｏは負極性（－）に予備充電された後に正極性（＋
）データ電圧で充電されたり、正極性（＋）に予備充電された後に負極性（－）のデータ
電圧で充電される。これに対し、偶数番目の画素列Ｐｅは、負極性（－）に予備充電され
た後に負極性（－）のデータ電圧で充電されたり、正極性（＋）に予備充電された後に正
極性（＋）のデータ電圧で充電される。
【００６５】
　これにより、本発明は、第１幅Ｗ１のゲートパルスを用いて奇数番目の画素列Ｐｏにデ
ータ電圧を充電させる一方、第１幅Ｗ１よりも小さい第２幅Ｗ２のゲートパルスを用いて
偶数番目の画素列Ｐｅにデータ電圧を充電させる。すなわち、本発明は、奇数番目の画素
列Ｐｏは、予備充電時に異なる極性が充電されるので、第１幅Ｗ１のゲートパルスを用い
て実際データ電圧の充電時間を長くする一方、偶数番目の画素列Ｐｅは、予備充電時に同
じ極性が充電されるので、第２幅Ｗ２のゲートパルスを用いて実際データ電圧の充電時間
を短くする。
【００６６】
　したがって、本発明の実施の形態１による液晶表示装置の駆動装置及び駆動方法は、奇
数番目の画素列Ｐｏと偶数番目の画素列Ｐｅのそれぞれに供給されるゲートパルスの幅Ｗ
１，Ｗ２を異ならせることによって、画像表示部１１２のライン反転駆動時に生じる縦デ
ィムを最小化することができる。
【００６７】
　実施の形態２．
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　図６は、本発明の実施の形態２による液晶表示装置の駆動装置を示す図である。
【００６８】
　図６を参照すると、本発明の実施の形態２による液晶表示装置の駆動装置は、複数のデ
ータラインＤＬとｎ本のゲートラインＧＬを有し、各データラインＤＬの第１側と奇数番
目のゲートラインＧＬ１，ＧＬ３，．．．とに接続された奇数番目の画素列Ｐｏ、及び各
データラインＤＬの第２側と偶数番目のゲートラインＧＬ２，ＧＬ４，．．．とに接続さ
れた偶数番目の画素列Ｐｅを有する画像表示部２１２を備えた液晶パネル２１０と、奇数
番目のゲートラインＧＬ１，ＧＬ３，．．．と偶数番目のゲートラインＧＬ２，ＧＬ４，
．．．に互いに異なる電圧のゲートパルスを供給するゲート駆動部と、各データラインＤ
Ｌに正極性（＋）または負極性（－）のデータ電圧を供給する複数のデータ集積回路（Da
ta Integrated Circuit）２４０と、各データラインＤＬに正極性（＋）または負極性（
－）のデータ電圧を供給するように外部からのデータ信号を各データ集積回路２４０に供
給するとともに、各データ集積回路２４０及びゲート駆動部を制御するタイミング制御部
２２２と、を備える。
【００６９】
　また、本発明の実施の形態２による液晶表示装置の駆動装置は、タイミング制御部２２
２及び図示せぬ電源回路が実装された印刷回路基板２２０と、各データ集積回路２４０が
実装され、印刷回路基板２２０と液晶パネル２１０との間に接続された複数のテープキャ
リアパッケージ（ＴＣＰ）２３４とをさらに備える。
【００７０】
　また、本発明の実施の形態２による液晶表示装置の駆動装置において、ゲート駆動部は
、奇数番目のゲートラインＧＬ１，ＧＬ３，．．．に第１電圧のゲートパルスを供給する
ための第１ゲート駆動回路２５０と、偶数番目のゲートラインＧＬ２，ＧＬ４，．．．に
第１電圧と異なる第２電圧のゲートパルスを供給するための第２ゲート駆動回路２６０と
、を備える。
【００７１】
　画像表示部２１２は、各ゲートラインＧＬに供給されるゲートパルスと各画素列Ｐｏ，
Ｐｅに供給されるデータ電圧によって各画素の光透過率を調節し、実際画像を表示する。
【００７２】
　各ＴＣＰ ２３４は、ＴＡＢ（Tape Automated Bonding）方式により印刷回路基板２２
０と液晶パネル２１０との間に電気的に接続される。ここで、各ＴＣＰ ２３４の入力パ
ッドは印刷回路基板２２０に電気的に接続され、出力パッドらは液晶パネル２１０に電気
的に接続される。
【００７３】
　タイミング制御部２２２は、外部の駆動システムから供給される垂直、水平同期信号及
びデータイネーブル信号によって、駆動システムから供給されるソースデータを液晶パネ
ル２１０の駆動に適合するように整列して各データ集積回路２４０に供給する。
【００７４】
　また、タイミング制御部２２２は、駆動システムから供給される垂直、水平同期信号及
びデータイネーブル信号を用いて、各データ集積回路２４０の駆動タイミングを制御する
ためのソーススタートパルス（ＳＳＰ）、ソースシフトクロック（ＳＳＣ）、極性制御信
号（ＰＯＬ）及びソース出力イネーブル信号（ＳＯＥ）を有するデータ制御信号を生成し
、これを各データ集積回路２４０に供給する。ここで、タイミング制御部２２２は、画像
表示部２１２に供給されるデータの極性が水平ライン単位に反転、すなわちライン反転さ
れるように極性制御信号ＰＯＬを生成する。
【００７５】
　そして、タイミング制御部２２２は、駆動システムから供給される垂直、水平同期信号
及びデータイネーブル信号を用いて、第１及び第２ゲート駆動回路２５０，２６０のそれ
ぞれの駆動タイミングを制御するためのゲートスタートパルス（ＧＳＰ）、複数のゲート
シフトクロック（ＧＳＣ）及びゲート出力イネーブル信号（ＧＯＥ）を有するゲート制御



(17) JP 4244227 B2 2009.3.25

10

20

30

40

50

信号を生成し、これを第１及び第２ゲート駆動回路２５０，２６０のそれぞれに供給する
。
【００７６】
　一方、タイミング制御部２２２は、第１及び第２ゲート駆動回路２５０，２６０を構成
するシフトレジスタを駆動するためのゲートシフトクロックの数によって複数のゲートシ
フトクロックを発生する。ここで、第１及び第２ゲート駆動回路２５０，２６０のそれぞ
れが、２個のゲートシフトクロックを用いてゲートパルスを生成するものと仮定する。
【００７７】
　これにより、タイミング制御部２２２は、垂直、水平同期信号及びデータイネーブル信
号を用いて、図７に示す第１電圧Ｖ１を持つ第１及び第３ゲートシフトクロックＣＬＫ１
，ＣＬＫ３と、第１電圧Ｖ１と異なる第２電圧Ｖ２を持つ第２及び第４ゲートシフトクロ
ックＣＬＫ２，ＣＬＫ４を生成する。ここで、第１電圧Ｖ１は、第２電圧Ｖ２よりも大き
く設定される。
【００７８】
　そして、タイミング制御部２２２は、第１及び第２電圧Ｖ１，Ｖ２を持つ第１乃至第４
ゲートシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ２，ＣＬＫ３，ＣＬＫ４の位相を１／２水平期間
だけ重なるように順次ずらして第１及び第２ゲート駆動回路２５０，２６０に供給する。
このときに、第１電圧Ｖ１の第１及び第３ゲートシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ３は、
第１ゲート駆動回路２５０に供給され、第２電圧Ｖ２の第２及び第４ゲートシフトクロッ
クＣＬＫ２，ＣＬＫ４は、第２ゲート駆動回路２６０に供給される。
【００７９】
　各データ集積回路２４０は、タイミング制御部２２２からＴＣＰ ２３４の入力パッド
を介して入力されるデータ制御信号によって、タイミング制御部２２２からのデータ信号
をアナログデータ電圧に変換し、これを、ＴＣＰ ２３４の出力パッドを介して液晶パネ
ル２１０の各データラインＤＬに供給する。このときに、各データ集積回路２４０は、タ
イミング制御部２２２からの極性制御信号ＰＯＬによって正極性（＋）または負極性（－
）のデータ電圧を生成し、これを、タイミング制御部２２２からのソース出力イネーブル
信号ＳＯＥに応じて各データラインＤＬに供給する。
【００８０】
　第１ゲート駆動回路２５０は、図８に示すように、液晶パネル２１０上に直接形成され
る第１電圧Ｖ１の第１及び第３ゲートシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ３の入力ラインと
、駆動電圧Ｖｄｄ及び基底電圧Ｖｓｓの入力ラインと、ゲートスタートパルスＧＳＰの入
力ラインと、各入力ラインに従属的に接続されて奇数番目のゲートラインＧＬ１，ＧＬ３
，．．．，ＧＬｎ－１に第１電圧Ｖ１のゲートパルスを供給するｍ（ただし、ｍは、ｎ／
２の正の整数）個のステージ２５２１～２５２ｍと、を備える。
【００８１】
　第１及び第３ゲートシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ３の入力ラインには、図７に示す
ように、タイミング制御部２２２からの１水平周期に位相がずれて繰り返される第１電圧
Ｖ１の第１及び第３ゲートシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ３が供給される。
【００８２】
　各ステージ２５２１～２５２ｍは、第１ステージ２５２１以外は、以前ステージ２５２
２～２５２ｍからの出力信号に応じて、第１及び第３ゲートシフトクロックＣＬＫ１，Ｃ
ＬＫ３の入力ラインのうちいずれか一つから供給される第１電圧Ｖ１の第１及び第３ゲー
トシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ３を、該当する奇数番目のゲートラインＧＬ１，ＧＬ
３，．．．，ＧＬｎ－１に供給する。このときに、第１ステージ２５２１は、タイミング
制御部２２２からのゲートスタートパルスＧＳＰに応じて、第１ゲートシフトクロック（
ＣＬＫ１）入力ラインから供給される第１電圧Ｖ１の第１ゲートシフトクロックＣＬＫ１
を第１ゲートラインＧＬ１に供給する。
【００８３】
　このように構成される第１ゲート駆動回路２５０は、タイミング制御部２２２からのゲ
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ートスタートパルスＧＳＰによって駆動され、タイミング制御部２２２からの第１及び第
３ゲートシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ３によって１水平期間単位に位相が順次ずれる
第１電圧Ｖ１のゲートパルスを生成し、タイミング制御部２２２からのゲート出力イネー
ブル信号ＧＯＥに応じて、第１電圧Ｖ１のゲートパルスを奇数番目のゲートラインＧＬ１
，ＧＬ３，．．．，ＧＬｎ－１に順次供給する。
【００８４】
　第２ゲート駆動回路２６０は、液晶パネル２１０上に直接形成される第１電圧Ｖ１の第
２及び第４ゲートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ４の入力ラインと、駆動電圧Ｖｄｄ及
び基底電圧Ｖｓｓの入力ラインと、ゲートスタートパルスＧＳＰの入力ラインと、各入力
ラインに従属的に接続され、偶数番目のゲートラインＧＬ２，ＧＬ４，．．．，ＧＬｎに
第２電圧Ｖ２のゲートパルスを供給するｍ（ただし、ｍは、ｎ／２の正の整数）個のステ
ージ２６２１～２６２ｍと、を備える。
【００８５】
　第２及び第４ゲートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ４の入力ラインの一端には、図７
に示すように、タイミング制御部２２２からの１水平周期に位相がずれて繰り返される第
１電圧Ｖ１の第２及び第４ゲートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ４が供給される。
【００８６】
　各ステージ２６２１～２６２ｍは、第１ステージ２６２１以外は、以前ステージ２６２
２～２６２ｍからの出力信号に応じて、第２及び第４ゲートシフトクロックＣＬＫ２，Ｃ
ＬＫ４の入力ラインのうちいずれか一つから供給される第２電圧Ｖ２の第２及び第４ゲー
トシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ４を、該当する偶数番目のゲートラインＧＬ２，ＧＬ
４，．．．，ＧＬｎに供給する。このときに、第１ステージ２６２１は、タイミング制御
部２２２からのゲートスタートパルスＧＳＰに応じて、第２ゲートシフトクロック（ＣＬ
Ｋ２）入力ラインから供給される第２電圧Ｖ２の第２ゲートシフトクロックＣＬＫ２を第
２ゲートラインＧＬ２に供給する。
【００８７】
　このように構成される第２ゲート駆動回路２６０は、タイミング制御部２２２からのゲ
ートスタートパルスＧＳＰによって駆動し、タイミング制御部２２２からの第２及び第４
ゲートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ４によって１水平期間単位に位相が順次ずれる第
２電圧Ｖ２のゲートパルスを生成し、タイミング制御部２２２からのゲート出力イネーブ
ル信号ＧＯＥに応じて第２電圧Ｖ２のゲートパルスを偶数番目のゲートラインＧＬ２，Ｇ
Ｌ４，．．．，ＧＬｎに順次供給する。
【００８８】
　これにより、第１及び第２ゲート駆動回路２５０，２６０は、１／２水平期間単位に重
なるようにゲートパルスを、画像表示部２１２のゲートラインＧＬに順次供給する。
【００８９】
　一方、図９は、本発明の実施の形態２による液晶表示装置の駆動方法を示す駆動波形図
である。
【００９０】
　まず、図９に示すデータ電圧の極性は、水平ライン１水平期間単位に反転され、奇数番
目のゲートラインＧＬ１，ＧＬ３，．．．，ＧＬｎ－１と偶数番目のゲートラインＧＬ１
，ＧＬ４，．．．，ＧＬｎには１／２水平期間重なる第１及び第２電圧Ｖ１，Ｖ２のゲー
トパルスが順次供給される。
【００９１】
　これにより、各画素２１６は、１水平期間のうち、前のゲートラインＧＬに供給される
ゲートパルスと重なる第１期間にデータ電圧を予備充電し、残る第２期間に実際データ電
圧を充電するようになる。ここで、第１電圧Ｖ１のゲートパルスによる奇数番目の画素列
Ｐｏに充電される実際データ電圧の充電電圧は、第２電圧Ｖ２のゲートパルスによる偶数
番目の画素列Ｐｅにおけるそれよりも大きくなる。
【００９２】
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　次に、図６及び図９を参照しつつ、本発明の第２実施形態による液晶表示装置の駆動方
法について詳細に説明する。
【００９３】
　まず、第１水平期間の前の期間ので、第１ゲートラインＧＬ１に接続された奇数番目の
画素２１６は、第ｎゲートラインＧＬｎに供給される第２電圧Ｖ２のゲートパルスと重な
るように第１ゲート駆動回路２５０から供給される第１電圧Ｖ１のゲートパルスによって
負極性（－）のデータ電圧が予備充電されたものと仮定する。
【００９４】
　これにより、第１水平期間で、第２ゲート駆動回路２６０は、第１ゲート駆動回路２５
０から第１ゲートラインＧＬ１に供給される第１電圧Ｖ１のゲートパルスと重なるように
第２ゲートラインＧＬ２に第２電圧Ｖ２のゲートパルスを供給する。これにより、第１ゲ
ートラインＧＬ１に供給される第１電圧Ｖ１のゲートパルスと第２ゲートラインＧＬ２に
供給される第２電圧Ｖ２のゲートパルスとが重なる第１水平期間の第１期間に、負極性（
－）のデータ電圧で予備充電された第１ゲートラインＧＬ１に接続された奇数番目の画素
２１６は、第１電圧Ｖ１のゲートパルスによって各データラインＤＬからの奇数番目画素
用の正極性（＋）のデータ電圧を充電し、第２ゲートラインＧＬ２に接続された偶数番目
画素２１６は、第２電圧Ｖ２のゲートパルスによって各データラインＤＬからの奇数番目
画素用の正極性（＋）のデータ電圧を予備充電する。
【００９５】
　その後、第１ゲート駆動回路２５０は、第２ゲート駆動回路２６０から第２ゲートライ
ンＧＬ２に供給される第２電圧Ｖ２のゲートパルスと重なるように第３ゲートラインＧＬ
３に第１電圧Ｖ１のゲートパルスを供給する。これにより、第２ゲートラインＧＬ２に供
給される第２電圧Ｖ２のゲートパルスと第３ゲートラインＧＬ３に供給される第１電圧Ｖ
１のゲートパルスとが重なる第１水平期間の第２期間に、正極性（＋）のデータ電圧で予
備充電された第２ゲートラインＧＬ２に接続された偶数番目の画素２１６は、第２電圧Ｖ
２のゲートパルスによって各データラインＤＬからの偶数番目画素用の正極性（＋）のデ
ータ電圧を充電し、第３ゲートラインＧＬ３に接続された奇数番目の画素２１６は、第１
電圧Ｖ１のゲートパルスによって各データラインＤＬからの偶数番目画素用の正極性（＋
）のデータ電圧を予備充電する。
【００９６】
　したがって、第１水平期間に、各データラインＤＬの左側及び右側に接続された奇数番
目及び偶数番目の画素１６は、正極性（＋）のデータ電圧を充電するようになる。このと
きに、正極性（＋）のデータ電圧で予備充電された偶数番目画素２１６は、第２電圧Ｖ２
のゲートパルスによって負極性（－）のデータ電圧で予備充電された奇数番目の画素２１
６の充電電圧よりも低い正極性（＋）のデータ電圧を充電する。
【００９７】
　その後、第２水平期間で、第２ゲート駆動回路２６０は、第１ゲート駆動回路２５０か
ら第３ゲートラインＧＬ３に供給される第１電圧Ｖ１のゲートパルスと重なるように、第
４ゲートラインＧＬ４に第２電圧Ｖ２のゲートパルスを供給する。これにより、第３ゲー
トラインＧＬ３に供給される第１電圧Ｖ１のゲートパルスと第４ゲートラインＧＬ４に供
給される第２電圧Ｖ２のゲートパルスとが重なる第２水平期間の第１期間に、正極性（＋
）のデータ電圧で予備充電された第３ゲートラインＧＬ３に接続された奇数番目の画素２
１６は、第１電圧Ｖ１のゲートパルスによって各データラインＤＬからの奇数番目画素用
の負極性（－）のデータ電圧を充電し、第４ゲートラインＧＬ４に接続された偶数番目の
画素２１６は、第２電圧Ｖ２のゲートパルスによって各データラインＤＬからの奇数番目
画素用の負極性（－）のデータ電圧を予備充電するようになる。
【００９８】
　続いて、第１ゲート駆動回路２５０は、第２ゲート駆動回路２６０から第４ゲートライ
ンＧＬ４に供給される第２電圧Ｖ２のゲートパルスと重なるように、第５ゲートラインＧ
Ｌ５に第１電圧Ｖ１のゲートパルスを供給する。これにより、第４ゲートラインＧＬ４に
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供給される第２電圧Ｖ２のゲートパルスと第５ゲートラインＧＬ５に供給される第１電圧
Ｖ１のゲートパルスとが重なる第２水平期間の第２期間に、負極性（－）のデータ電圧で
予備充電された第４ゲートラインＧＬ４に接続された偶数番目画素２１６は、第２電圧Ｖ
２のゲートパルスによって各データラインＤＬからの偶数番目画素用負極性（－）のデー
タ電圧を充電し、第５ゲートラインＧＬ５に接続された奇数番目の画素２１６は、第１電
圧Ｖ１のゲートパルスによって各データラインＤＬからの偶数番目画素用負極性（－）の
データ電圧を予備充電するようになる。
【００９９】
　したがって、第２水平期間に、各データラインＤＬの左側及び右側に接続された奇数番
目及び偶数番目の画素２１６は、負極性（－）のデータ電圧を充電するようになる。この
ときに、負極性（－）のデータ電圧で予備充電された偶数番目の画素２１６は、第２電圧
Ｖ２のゲートパルスによって正極性（＋）のデータ電圧で予備充電された奇数番目の画素
２１６の充電電圧よりも低い負極性（－）のデータ電圧を充電する。
【０１００】
　以降、第１及び第２水平期間におけると同様の方式で、第３乃至第ｎ水平期間に、各画
素２１６に対して、奇数番目のゲートラインＧＬ１，ＧＬ３，．．．，ＧＬｎ－１への第
１電圧Ｖ１のゲートパルスと偶数番目のゲートラインＧＬ２，ＧＬ４，．．．，ＧＬｎへ
の第２電圧Ｖ２のゲートパルスとが１／２水平期間重なるように供給すると同時に、各デ
ータラインに正極性（＋）及び負極性（－）のデータ電圧を供給するようになる。
【０１０１】
　したがって、本発明の実施の形態２による液晶表示装置の駆動装置及び駆動方法は、異
なる電圧のゲートパルスによって奇数番目の画素列Ｐｏと偶数番目の画素列Ｐｅのそれぞ
れの充電電圧を異ならせることによって、奇数番目の画素列Ｐｏと偶数番目の画素列Ｐｅ
間の輝度差から生じる縦ディム（Dim）を最小化することができる。
【０１０２】
　具体的に、奇数番目の画素列Ｐｏは、実際データ電圧の極性と相反する極性で予備充電
されるのに対し、偶数番目の画素列Ｐｅは、実際データ電圧の極性と同じ極性で予備充電
される。すなわち、奇数番目の画素列Ｐｏは、負極性（－）に予備充電された後に正極性
（＋）データ電圧で充電されたり、正極性（＋）に予備充電された後に負極性（－）のデ
ータ電圧で充電される。これに対し、偶数番目の画素列Ｐｅは、負極性（－）に予備充電
された後に負極性（－）のデータ電圧で充電されたり、正極性（＋）に予備充電された後
に正極性（＋）のデータ電圧で充電される。
【０１０３】
　これにより、本発明は、第１電圧Ｖ１のゲートパルスを用いて奇数番目の画素列Ｐｏに
データ電圧を充電させる一方、第１電圧Ｖ１よりも低い第２電圧Ｖ２のゲートパルスを用
いて偶数番目の画素列Ｐｅにデータ電圧を充電させるようになる。すなわち、本発明は、
奇数番目の画素列Ｐｏについては、予備充電時に異なる極性が充電されるので、第１電圧
Ｖ１のゲートパルスを用いて実際データ電圧の充電電圧を大きくする一方、偶数番目の画
素列Ｐｅについては、予備充電時に同じ極性が充電されるので、第２電圧Ｖ２のゲートパ
ルスを用いて実際データ電圧の充電電圧を小さくする。
【０１０４】
　したがって、本発明の実施の形態２による液晶表示装置の駆動装置及び駆動方法は、奇
数番目の画素列Ｐｏと偶数番目の画素列Ｐｅのそれぞれに供給されるゲートパルスの電圧
Ｖ１，Ｖ２を異ならせることによって、画像表示部２１２のライン反転駆動時に生じる縦
ディムを最小化することができる。
【０１０５】
　実施の形態３．
　図１０は、本発明の実施の形態３による液晶表示装置の駆動装置を示す図であり、図１
１は、図１０に示す第１及び第２ゲート駆動回路２５０，２６０を示す図である。
【０１０６】
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　図１０及び図１１を参照すると、本発明の実施の形態３による液晶表示装置の駆動装置
は、ｍ本のデータラインＤＬ及びｎ本のゲートラインＧＬを有し、各データラインＤＬの
第１側と奇数番目のゲートラインＧＬ１，ＧＬ３，．．．とに接続された奇数番目の画素
列Ｐｏと、各データラインＤＬの第２側と偶数番目のゲートラインＧＬ２，ＧＬ４，．．
．とに接続された偶数番目の画素列Ｐｅとを有する画像表示部２１２を備えた液晶パネル
２１０と、奇数番目の画素列Ｐｏと偶数番目の画素列Ｐｅに互いに異なる電圧のゲートパ
ルスを供給するゲート駆動部と、各データラインＤＬに正極性（＋）または負極性（－）
のデータ電圧を供給する複数のデータ集積回路（Data Integrated Circuiｔ）２４０と、
各データラインＤＬに正極性（＋）または負極性（－）のデータ電圧を供給するように外
部からのデータ信号を各データ集積回路２４０に供給するとともに、各データ集積回路２
４０及びゲート駆動部を制御するタイミング制御部２２２と、を備える。
【０１０７】
　このように構成される本発明の実施の形態３による液晶表示装置の駆動装置は、ゲート
駆動部以外は、図６に示す本発明の第２実施形態と同様に構成される。したがって、本発
明の第３実施形態による液晶表示装置の駆動装置では、ゲート駆動部についてのみ説明し
、その他の構成についての説明は省くものとする。
【０１０８】
　本発明の実施の形態３による液晶表示装置の駆動装置において、ゲート駆動部は、第４
ｉ＋１（ただし、ｉは、０～ｎ／４の正の整数）ゲートラインＧＬ１，ＧＬ５，．．．に
第１電圧のゲートパルスを供給し、第４ｉ＋４ゲートラインＧＬ４、ＧＬ８，．．．に第
１電圧と異なる第２電圧のゲートパルスを供給する第１ゲート駆動回路２５０と、第４ｉ
＋２ゲートラインＧＬ２，ＧＬ６，．．．に第１電圧のゲートパルスを供給し、第４ｉ＋
３ゲートラインＧＬ３、ＧＬ７，．．．に第２電圧のゲートパルスを供給する第２ゲート
駆動回路２６０と、を備える。
【０１０９】
　第１ゲート駆動回路２５０は、液晶パネル２１０の一側に直接形成され、画像表示部２
１２の第４ｉ＋１及び第４ｉ＋４ゲートラインＧＬ１，ＧＬ４，ＧＬ５，ＧＬ８に電気的
に接続される。この第１ゲート駆動回路２５０は、タイミング制御部２２２からのゲート
スタートパルスＧＳＰにより駆動され、タイミング制御部２２２からの第１及び第４ゲー
トシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ４によって、１水平期間単位に位相が順次ずれる第１
及び第２電圧Ｖ１，Ｖ２のゲートパルスを生成し、タイミング制御部２２２からのゲート
出力イネーブル信号ＧＯＥによって、第１及び第２電圧Ｖ１，Ｖ２のゲートパルスを第４
ｉ＋１及び第４ｉ＋４ゲートラインＧＬ１，ＧＬ４，ＧＬ５、ＧＬ８に順次供給する。
【０１１０】
　第２ゲート駆動回路２６０は、液晶パネル２１０の他側に直接形成され、画像表示部２
１２の第４ｉ＋２及び第４ｉ＋３ゲートラインＧＬ２，ＧＬ３、ＧＬ６、ＧＬ７，．．．
に電気的に接続される。この第２ゲート駆動回路２６０は、タイミング制御部２２２から
のゲートスタートパルスＧＳＰにより駆動し、タイミング制御部２２２からの第２及び第
３ゲートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ３によって、１水平期間単位に位相が順次ずれ
る第２及び第１電圧Ｖ２，Ｖ１のゲートパルスを生成し、タイミング制御部２２２からの
ゲート出力イネーブル信号ＧＯＥによって、第２及び第１電圧Ｖ２，Ｖ１のゲートパルス
を第４ｉ＋２及び第４ｉ＋３ゲートラインＧＬ２，ＧＬ３、ＧＬ６、ＧＬ７，．．．に順
次供給する。
【０１１１】
　このように構成される本発明の実施の形態３による液晶表示装置の駆動装置及び駆動方
法は、本発明の実施の形態２と同様に、互いに異なる電圧のゲートパルスによって奇数番
目の画素列Ｐｏと偶数番目の画素列Ｐｅのそれぞれの充電電圧を異ならせることによって
、奇数番目の画素列Ｐｏと偶数番目の画素列Ｐｅ間の輝度差から生じる縦ディム（Dim）
を最小化することができる。
【０１１２】
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　実施の形態４．
　図１２は、本発明の実施の形態４による液晶表示装置の駆動装置において第１及び第２
ゲート駆動回路２５０，２６０を示す図である。他の構成については、図６と同様である
ので、そちらを参照し、ここではその説明を省略する。
【０１１３】
　図６及び図１２を参照すると、第１ゲート駆動回路２５０は、液晶パネル２１０上に直
接形成される第１電圧Ｖ１の第１及び第３ゲートシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ３の入
力ラインと、駆動電圧Ｖｄｄ及び基底電圧Ｖｓｓの入力ラインと、ゲートスタートパルス
ＧＳＰの入力ラインと、各入力ラインに従属的に接続されて奇数番目のゲートラインＧＬ
１，ＧＬ３，．．．，ＧＬｎ－１に第１電圧Ｖ１のゲートパルスを供給するｍ（ただし、
ｍは、ｎ／２の正の整数）個のステージ２５２１～２５２ｍを備える。
【０１１４】
　第１及び第３ゲートシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ３の入力ラインには、タイミング
制御部２２２からの１水平周期に位相がずれて繰り返される第１電圧Ｖ１の第１及び第３
ゲートシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ３が供給される。
【０１１５】
　各ステージ２５２１～２５２ｍは、第１ステージ２５２１以外は、以前ステージ２５２
２～２５２ｍからの出力信号によって第１及び第３ゲートシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬ
Ｋ３の入力ラインのうちいずれか一つから供給される第１電圧Ｖ１の第１及び第３ゲート
シフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ３を、該当する奇数番目のゲートラインＧＬ１，ＧＬ３
，．．．，ＧＬｎ－１に供給する。このときに、第１ステージ２５２１は、タイミング制
御部２２２からのゲートスタートパルスＧＳＰに応じて、第１ゲートシフトクロック（Ｃ
ＬＫ１）入力ラインから供給される第１電圧Ｖ１の第１ゲートシフトクロックＣＬＫ１を
第１ゲートラインＧＬ１に供給する。
【０１１６】
　このような第１ゲート駆動回路２５０は、第１及び第３ゲートシフトクロックＣＬＫ１
，ＣＬＫ３を用いて、１水平単位に位相がずれる第１電圧Ｖ１のゲートパルスを奇数番目
のゲートラインＧＬ１，ＧＬ３，．．．，ＧＬｎ－１に順次供給する。
【０１１７】
　第２ゲート駆動回路２６０は、液晶パネル２１０上に直接形成される第１電圧Ｖ１の第
２及び第４ゲートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ４の入力ラインと、駆動電圧Ｖｄｄ及
び基底電圧Ｖｓｓの入力ラインと、ゲートスタートパルスＧＳＰの入力ラインと、第２及
び第４ゲートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ４の入力ラインのそれぞれと基底電圧Ｖｓ
ｓ入力ライン間に接続されて第１電圧Ｖ１の第２及び第４ゲートシフトクロックＣＬＫ２
，ＣＬＫ４を第２電圧Ｖ２に変換する電圧変換部２６４と、各入力ラインに従属的に接続
されて偶数番目のゲートラインＧＬ２，ＧＬ４，．．．，ＧＬｎに第２電圧Ｖ２のゲート
パルスを供給するｍ（ただし、ｍは、ｎ／２の正の整数）個のステージ２６２１～２６２
ｍと、を備える。
【０１１８】
　第２及び第４ゲートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ４の入力ラインの一端には、タイ
ミング制御部２２２からの１水平周期に位相がずれて繰り返される第１電圧Ｖ１の第２及
び第４ゲートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ４が供給される。
【０１１９】
　電圧変換部２６４は、第２ゲートシフトクロック（ＣＬＫ２）入力ラインの他端と基底
電圧Ｖｓｓの入力ライン間に接続された第１可変抵抗ＶＲ１と、第４ゲートシフトクロッ
ク（ＣＬＫ４）入力ラインの他端と基底電圧Ｖｓｓの入力ライン間に接続された第２可変
抵抗ＶＲ２と、を備える。
【０１２０】
　第１可変抵抗ＶＲ１は、第２ゲートシフトクロック（ＣＬＫ２）入力ラインに入力され
る第１電圧Ｖ１の第２ゲートシフトクロックＣＬＫ２を、第１電圧Ｖ１よりも低い第２電
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圧Ｖ２に変換する。
【０１２１】
　第２可変抵抗ＶＲ２は、第４ゲートシフトクロック（ＣＬＫ４）入力ラインに入力され
る第１電圧Ｖ１の第４ゲートシフトクロックＣＬＫ４を、第２電圧Ｖ２に変換する。
【０１２２】
　各ステージ２６２１～２６２ｍは、第１ステージ２６２１以外は、以前ステージ２６２
２～２６２ｍ-１からの出力信号によって、第２及び第４ゲートシフトクロックＣＬＫ２
，ＣＬＫ４の入力ラインのうちいずれか一つから供給される第２電圧Ｖ２の第２及び第４
ゲートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ４を、該当する偶数番目のゲートラインＧＬ２，
ＧＬ４，．．．，ＧＬｎに供給する。このときに、第１ステージ２６２１は、タイミング
制御部２２２からのゲートスタートパルスＧＳＰに応じて、第２ゲートシフトクロック（
ＣＬＫ２）入力ラインから供給される第２電圧Ｖ２の第２ゲートシフトクロック（ＣＬＫ
２）を、第２ゲートラインＧＬ２に供給する。
【０１２３】
　このような第２ゲート駆動回路２６０は、電圧変換部２６４により変換された第２電圧
Ｖ２の第２及び第４ゲートシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ３を用いて、１水平単位に位
相がずれる第２電圧Ｖ２のゲートパルスを偶数番目のゲートラインＧＬ２，ＧＬ４，．．
．，ＧＬｎに順次供給する。
【０１２４】
　図１３は、本発明の実施の形態４による液晶表示装置の駆動装置において、タイミング
制御部から出力される駆動波形、及びゲートラインに供給されるゲートパルスを示す駆動
波形図である。
【０１２５】
　図１３を、図６及び図１２とともに説明すると、まず、本発明の実施の形態４による液
晶表示装置の駆動装置において、タイミング制御部２２２は、同一の第１電圧Ｖ１の第１
乃至第４ゲートシフトクロックＣＬＫ１～ＣＬＫ４を出力する以外は、図９に示す駆動波
形と同様のゲート及びデータ制御信号を出力する。
【０１２６】
　すなわち、タイミング制御部２２２は、垂直及び水平同期信号とデータイネーブル信号
を用いて、同じ第１電圧Ｖ１を持つ第１乃至第４ゲートシフトクロックＣＬＫ１～ＣＬＫ
４の位相を１／２水平期間単位に重なるように順次ずらして第１及び第２ゲート駆動回路
２５０，２６０に供給する。このときに、第１及び第３ゲートシフトクロックＣＬＫ１，
ＣＬＫ３は、第１ゲート駆動回路２５０に供給され、第２及び第４ゲートシフトクロック
ＣＬＫ２，ＣＬＫ４は、第２ゲート駆動回路２６０に供給される。
【０１２７】
　したがって、本発明の実施の形態４による液晶表示装置の駆動装置及び駆動方法は、第
２ゲート駆動回路２６０に備えられた電圧変換部２６４を用いて、奇数番目の画素列Ｐｏ
と偶数番目の画素列Ｐｅのそれぞれに供給されるゲートパルスの電圧Ｖ１，Ｖ２を異なら
せることによって、画像表示部２１２のライン反転駆動時に生じる縦ディムを最小化する
ことができる。
【０１２８】
　実施の形態５．
　図１４は、本発明の実施の形態５による液晶表示装置の駆動装置において、第１及び第
２ゲート駆動回路２５０，２６０を示す図である。
【０１２９】
　図１４を参照すると、まず、本発明の実施の形態５による液晶表示装置の駆動装置にお
いて、タイミング制御部２２２は、同じ第１電圧Ｖ１の第１乃至第４ゲートシフトクロッ
クＣＬＫ１～ＣＬＫ４を出力する以外は、図９に示す駆動波形と同じゲート及びデータ制
御信号を出力する。
【０１３０】
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　第１ゲート駆動回路２５０は、液晶パネル２１０上に直接形成される第１電圧Ｖ１の第
１及び第４ゲートシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ４入力ラインと、駆動電圧Ｖｄｄ及び
基底電圧Ｖｓｓの入力ラインと、ゲートスタートパルスＧＳＰの入力ラインと、第４ゲー
トシフトクロック（ＣＬＫ４）入力ラインと基底電圧Ｖｓｓの入力ラインとの間に接続さ
れて、第１電圧Ｖ１の第４ゲートシフトクロックＣＬＫ４を第１電圧Ｖ１と異なる第２電
圧Ｖ２に変換する第１電圧変換部２５５と、各入力ラインに従属的に接続されて、第４ｉ
＋１（ただし、ｉは、０～ｎ／４の正の整数）ゲートラインＧＬ１，ＧＬ５，．．．に第
１電圧のゲートパルスを供給し、第４ｉ＋４ゲートラインＧＬ４、ＧＬ８，．．．に第２
電圧のゲートパルスを供給するｍ（ただし、ｍは、ｎ／２の正の整数）個のステージ２５
２１～２５２ｍと、を備える。
【０１３１】
　第１及び第４ゲートシフトクロック（ＣＬＫ１，ＣＬＫ４）入力ラインには、タイミン
グ制御部２２２からの１水平周期に位相がずれて繰り返される第１電圧Ｖ１の第１及び第
４ゲートシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ４が供給される。
【０１３２】
　第１電圧変換部２５５は、第４ゲートシフトクロック（ＣＬＫ４）入力ラインの他端と
基底電圧Ｖｓｓの入力ラインとの間に接続された第１可変抵抗ＶＲ１を備える。
【０１３３】
　第１可変抵抗ＶＲ１は、第４ゲートシフトクロック（ＣＬＫ４）入力ラインに入力され
る第１電圧Ｖ１の第４ゲートシフトクロックＣＬＫ４を、第１電圧Ｖ１よりも低い第２電
圧Ｖ２に変換する。
【０１３４】
　各ステージ２５２１～２５２ｍは、第１ステージ２５２１以外は、以前ステージ２５２
２～２５２ｍからの出力信号によって、第１及び第４ゲートシフトクロック（ＣＬＫ１，
ＣＬＫ４）入力ラインのうちいずれか一つから供給される第１または第２電圧Ｖ１，Ｖ２
のクロック信号ＣＬＫ１，ＣＬＫ４を、該当するゲートラインＧＬ１，ＧＬ４，．．．，
ＧＬｎに供給する。
【０１３５】
　すなわち、奇数番目のステージ２５２１、２５２３～２５２ｍ-１は、タイミング制御
部２２２からのゲートスタートパルスＧＳＰによって、第１ゲートシフトクロック（ＣＬ
Ｋ１）入力ラインから供給される第１電圧Ｖ１の第１ゲートシフトクロックＣＬＫ１を、
第４ｉ＋１ゲートラインＧＬ１，ＧＬ５，．．．に順次供給する。このときに、第１ステ
ージ２５２１は、タイミング制御部２２２からのゲートスタートパルスＧＳＰに応じて、
第１ゲートシフトクロック（ＣＬＫ１）入力ラインから供給される第１電圧Ｖ１の第１ゲ
ートシフトクロックＣＬＫ１を第１ゲートラインＧＬ１に供給する。
【０１３６】
　そして、偶数番目ステージ２５２２、２５２４～２５２ｍは、第１電圧変換部２５５に
より電圧降下した第４ゲートシフトクロック（ＣＬＫ４）入力ラインからの第２電圧Ｖ２
の第４ゲートシフトクロックＣＬＫ４を、第４ｉ＋４ゲートラインＧＬ４、ＧＬ８，．．
．に順次供給する。
【０１３７】
　第２ゲート駆動回路２６０は、液晶パネル２１０上に直接形成される第１電圧Ｖ１の第
２及び第３ゲートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ３入力ラインと、駆動電圧Ｖｄｄ及び
基底電圧Ｖｓｓの入力ラインと、ゲートスタートパルスＧＳＰの入力ラインと、第２ゲー
トシフトクロック（ＣＬＫ２）入力ラインと基底電圧Ｖｓｓの入力ラインとの間に接続さ
れて、第１電圧Ｖ１の第２ゲートシフトクロックＣＬＫ２を第１電圧Ｖ１と異なる第２電
圧Ｖ２に変換する第２電圧変換部２６６と、各入力ラインに従属的に接続されて、第４ｉ
＋２ＧＬ２，ＧＬ６，．．．に第２電圧のゲートパルスを供給し、第４ｉ＋３ゲートライ
ンＧＬ３、ＧＬ７，．．．に第１電圧のゲートパルスを供給するｍ個のステージ２６２１
～２６２ｍと、を備える。
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【０１３８】
　第２及び第３ゲートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ３入力ラインには、タイミング制
御部２２２からの１水平周期に位相がずれて繰り返される第１電圧Ｖ１の第２及び第３ゲ
ートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ３が供給される。
【０１３９】
　第２電圧変換部２６６は、第２ゲートシフトクロック（ＣＬＫ２）入力ラインの他端と
基底電圧Ｖｓｓの入力ラインとの間に接続された第２可変抵抗ＶＲ２を備える。
【０１４０】
　第２可変抵抗ＶＲ２は、第２ゲートシフトクロック（ＣＬＫ２）入力ラインに入力され
る第１電圧Ｖ１の第２ゲートシフトクロックＣＬＫ２を、第１電圧Ｖ１よりも低い第２電
圧Ｖ２に変換する。
【０１４１】
　各ステージ２６２１～２６２ｍは、第１ステージ２６２１以外は、以前ステージ２６２
２～２６２ｍからの出力信号によって、第２及び第３ゲートシフトクロック（ＣＬＫ２，
ＣＬＫ３）入力ラインのうちいずれか一つから供給される第１または第２電圧Ｖ１，Ｖ２
の第２及び第３ゲートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ３を、該当するゲートラインＧＬ
２，ＧＬ３，．．．，ＧＬｎ－１に供給する。
【０１４２】
　すなわち、奇数番目ステージ２６２１、２６２３～２６２ｍ-１は、タイミング制御部
２２２からのゲートスタートパルスＧＳＰ応じて、第２電圧変換部２６６により電圧降下
した第２ゲートシフトクロック（ＣＬＫ２）入力ラインから供給される第２電圧Ｖ２の第
２ゲートシフトクロックＣＬＫ２を、第４ｉ＋２ゲートラインＧＬ２，ＧＬ６，．．．に
順次供給する。このときに、第１ステージ２６２１は、タイミング制御部２２２からのゲ
ートスタートパルスＧＳＰに応じて、第２ゲートシフトクロック（ＣＬＫ２）入力ライン
から供給される第２電圧Ｖ２の第２ゲートシフトクロックＣＬＫ２を、第２ゲートライン
ＧＬ２に供給する。
【０１４３】
　そして、偶数番目のステージ２６２２、２６２４～２６２ｍは、タイミング制御部２２
２からの第３ゲートシフトクロックＣＬＫ３の入力ラインからの第１電圧Ｖ１の第３ゲー
トシフトクロックＣＬＫ３を、第４ｉ＋３ゲートラインＧＬ３、ＧＬ７，．．．に順次供
給する。
【０１４４】
　したがって、本発明の実施の形態５による液晶表示装置の駆動装置及び駆動方法は、第
１及び第２ゲート駆動回路２５０，２６０に備えられた電圧変換部２５５、２６６を用い
て、奇数番目の画素列Ｐｏと偶数番目の画素列Ｐｅのそれぞれに供給されるゲートパルス
の電圧Ｖ１，Ｖ２を異ならせることによって、画像表示部２１２のライン反転駆動時に生
じる縦ディムを最小化することができる。
【０１４５】
　一方、本発明の他の実施の形態による液晶表示装置の駆動装置において、ゲート駆動部
は、奇数番目の画素列Ｐｏと偶数番目の画素列Ｐｅのそれぞれに供給されるゲートパルス
の電圧Ｖ１，Ｖ２を異ならせるために、第１乃至第４ゲートシフトクロックＣＬＫ１～Ｃ
ＬＫ４のうち２つのゲートシフトクロック（ＣＬＫ１，ＣＬＫ２）（ＣＬＫ１，ＣＬＫ３
）（ＣＬＫ１，ＣＬＫ４）（ＣＬＫ２，ＣＬＫ３）（ＣＬＫ３、ＣＬＫ４）によって、第
１電圧Ｖ１及び／または第２電圧Ｖ２のゲートパルスを生成し、これをゲートラインに供
給する第１ゲート駆動回路２５０と、第１乃至第４ゲートシフトクロックＣＬＫ１～ＣＬ
Ｋ４のうち残る２つのゲートシフトクロック（ＣＬＫ３、ＣＬＫ４）（ＣＬＫ２，ＣＬＫ
４）（ＣＬＫ２，ＣＬＫ３）（ＣＬＫ１，ＣＬＫ４）（ＣＬＫ１，ＣＬＫ２）によって、
第１電圧Ｖ１及び／または第２電圧Ｖ２のゲートパルスを生成し、これをゲートラインに
供給する第２ゲート駆動回路２６０と、を備えることも可能である。
【０１４６】
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　実施の形態６．
　図１５は、本発明の実施の形態６による液晶表示装置の駆動装置を概略的に示す図であ
る。
【０１４７】
　図１５を参照すると、本発明の実施の形態６による液晶表示装置の駆動装置は、複数の
データラインＤＬ及びｎ本のゲートラインＧＬを有し、各データラインＤＬの第１側と奇
数番目のゲートラインＧＬ１，ＧＬ３，．．．に接続された奇数番目の画素列Ｐｏと、各
データラインＤＬの第２側と偶数番目のゲートラインＧＬ２，ＧＬ４，．．．に接続され
た偶数番目の画素列Ｐｅとを持つ画像表示部２１２を備えた液晶パネル２１０と、奇数番
目のゲートラインＧＬ１，ＧＬ３，．．．と偶数番目のゲートラインＧＬ２，ＧＬ４，．
．．に互いに異なる幅及び電圧のゲートパルスを供給するゲート駆動部と、各データライ
ンＤＬに正極性（＋）または負極性（－）のデータ電圧を供給する複数のデータ集積回路
（Data Integrated Circuit）２４０と、各データラインＤＬに正極性（＋）または負極
性（－）のデータ電圧を供給するように、外部からのデータ信号を各データ集積回路３４
０に供給するとともに、各データ集積回路３４０及びゲート駆動部を制御するタイミング
制御部３２２と、を備える。
【０１４８】
　このように構成される実施の形態６による液晶表示装置の駆動装置は、タイミング制御
部３２２及びゲート駆動部以外は、図６に示す本発明の実施の形態２による液晶表示装置
の駆動装置と同様に構成される。
したがって、実施の形態６による液晶表示装置の駆動装置では、タイミング制御部３２２
及びゲート駆動部以外の構成については、その説明を省くものとする。
【０１４９】
　タイミング制御部３２２は、垂直、水平同期信号及びデータイネーブル信号を用いて、
図１７に示すように第１幅Ｗ１及び第１電圧Ｖ１を持つ第１及び第３ゲートシフトクロッ
クＣＬＫ１，ＣＬＫ３を生成するとともに、第２幅Ｗ２及び第２電圧Ｖ２を持つ第２及び
第４ゲートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ４を生成してゲート駆動部に供給する。ここ
で、第１幅Ｗ１は第２幅Ｗ２よも広いし、第１電圧Ｖ１は第２電圧Ｖ２よりも高い。
【０１５０】
　ゲート駆動部は、図１６に示すように、奇数番目の画素列Ｐｏと偶数番目の画素列Ｐｅ
に互いに異なる幅Ｗ１，Ｗ２及び電圧Ｖ１，Ｖ２のゲートパルスを供給する第１及び第２
ゲート駆動回路２５０，２６０を備える。
【０１５１】
　第１ゲート駆動回路２５０は、タイミング制御部３２２から供給される第１幅Ｗ１と第
１電圧Ｖ１の第１及び第３ゲートシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ３を用いて、第１幅Ｗ
１と第１電圧Ｖ１のゲートパルスを、奇数番目の画素列Ｐｏに接続されたゲートラインＧ
Ｌ１，ＧＬ３、ＧＬ５、．．．に順次供給する。
【０１５２】
　このため、第１ゲート駆動部２５０は、液晶パネル２１０上に直接形成される第１幅Ｗ
１及び第１電圧Ｖ１の第１及び第３ゲートシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ３の入力ライ
ンと、駆動電圧Ｖｄｄ及び基底電圧Ｖｓｓの入力ラインと、ゲートスタートパルスＧＳＰ
の入力ラインと、各入力ラインに従属的に接続されて、奇数番目のゲートラインＧＬ１，
ＧＬ３，．．．，ＧＬｎ－１に第１幅Ｗ１及び第１電圧Ｖ１のゲートパルスを供給するｍ
（ただし、ｍは、ｎ／２の正の整数）個のステージ２５２１～２５２ｍと、で構成される
。
【０１５３】
　第２ゲート駆動回路２６０は、タイミング制御部３２２から供給される第２幅Ｗ２と第
２電圧Ｖ２の第２及び第４ゲートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ４を用いて、第２幅Ｗ
２と第２電圧Ｖ２のゲートパルスを、偶数番目の画素列Ｐｅに接続されたゲートラインＧ
Ｌ２，ＧＬ４、ＧＬ６、．．．に順次供給する。
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【０１５４】
　このため、第２ゲート駆動部２６０は、液晶パネル２１０上に直接形成される第２幅Ｗ
２及び第２電圧Ｖ２の第２及び第４ゲートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ４の入力ライ
ンと、駆動電圧Ｖｄｄ及び基底電圧Ｖｓｓの入力ラインと、ゲートスタートパルスＧＳＰ
の入力ラインと、各入力ラインに従属的に接続されて、偶数番目のゲートラインＧＬ２，
ＧＬ４，．．．，ＧＬｎに第２幅Ｗ２及び第２電圧Ｖ２のゲートパルスを供給するｍ（た
だし、ｍは、ｎ／２の正の整数）個のステージ２６２１～２６２ｍと、で構成される。
【０１５５】
　図１７は、本発明の実施の形態６による液晶表示装置の駆動方法を示す波形図である。
【０１５６】
　図１７とともに、図１５及び第１６を参照すると、本発明の実施の形態６による液晶表
示装置の駆動装置及び駆動方法は、奇数番目の画素列Ｐｏ及び偶数番目の画素列Ｐｅに互
いに異なる幅Ｗ１，Ｗ２及び電圧Ｖ１，Ｖ２のゲートパルスを供給する以外は、本発明の
第２実施形態におけると同様に構成される。
【０１５７】
　したがって、本発明の実施の形態６による液晶表示装置の駆動装置及び駆動方法は、タ
イミング制御部３２２により生成される第１幅Ｗ１及び第１電圧Ｖ１の第１及び第３ゲー
トシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ３と、第２幅Ｗ２及び第２電圧Ｖ２の第２及び第４ゲ
ートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ４とを用いて、奇数番目の画素列Ｐｏと偶数番目の
画素列Ｐｅのそれぞれに供給されるゲートパルスの幅Ｗ１，Ｗ２及び電圧Ｖ１，Ｖ２を異
ならせることによって、画像表示部２１２のライン反転駆動時に生じる縦ディムを最小化
することができる。
【０１５８】
　実施の形態７．
　一方、本発明の実施の形態７による液晶表示装置の駆動装置においてタイミング制御部
３２２は、図１８に示すように、第１幅Ｗ１と第１電圧Ｖ１を持つ第１及び第３ゲートシ
フトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ３を生成するとともに、第２幅Ｗ２と第１電圧Ｖ１を持つ
第２及び第４ゲートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ４を生成し、これらをゲート駆動部
に供給する。ここで、第１幅Ｗ１は、第２幅Ｗ２よりも広い。
【０１５９】
　また、本発明の実施の形態７による液晶表示装置の駆動装置において、ゲート駆動部は
、図１２に示すように、奇数番目の画素列Ｐｏと偶数番目の画素列Ｐｅに互いに異なる幅
Ｗ１，Ｗ２及び電圧Ｖ１，Ｖ２のゲートパルスを供給する第１及び第２ゲート駆動回路２
５０，２６０を備える。
【０１６０】
　第１ゲート駆動回路２５０は、タイミング制御部３２２から供給される第１幅Ｗ１と第
１電圧Ｖ１の第１及び第３ゲートシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ３を用いて、第１幅Ｗ
１と第１電圧Ｖ１のゲートパルスを奇数番目の画素列Ｐｏに接続されたゲートラインＧＬ
１，ＧＬ３、ＧＬ５、．．．に順次供給する。
【０１６１】
　このために、第１ゲート駆動回路２５０は、液晶パネル２１０上に直接形成される第１
幅Ｗ１及び第１電圧Ｖ１の第１及び第３ゲートシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ３の入力
ラインと、駆動電圧Ｖｄｄ及び基底電圧Ｖｓｓの入力ラインと、ゲートスタートパルスＧ
ＳＰの入力ラインと、各入力ラインに従属的に接続されて、奇数番目のゲートラインＧＬ
１，ＧＬ３，．．．，ＧＬｎ－１に第１幅Ｗ１及び第１電圧Ｖ１のゲートパルスを供給す
るｍ（ただし、ｍは、ｎ／２の正の整数）個のステージ２５２１～２５２ｍと、で構成さ
れる。
【０１６２】
　第２ゲート駆動回路２６０は、タイミング制御部３２２から供給される第２幅Ｗ２と第
１電圧Ｖ１の第２及び第４ゲートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ４を、第２幅Ｗ２及び
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第２電圧Ｖ２に変換し、第２幅Ｗ２と第２電圧Ｖ２のゲートパルスを、偶数番目の画素列
Ｐｅに接続されたゲートラインＧＬ２，ＧＬ４、ＧＬ６、．．．に順次供給する。
【０１６３】
　このため、第２ゲート駆動回路２６０は、液晶パネル２１０上に直接形成される第１幅
Ｗ１及び第１電圧Ｖ１の第２及び第４ゲートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ４の入力ラ
インと、駆動電圧Ｖｄｄ及び基底電圧Ｖｓｓの入力ラインと、ゲートスタートパルスＧＳ
Ｐの入力ラインと、第２及び第４ゲートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ４の入力ライン
のそれぞれと基底電圧Ｖｓｓの入力ラインとの間に接続されて、第１幅Ｗ１及び第１電圧
Ｖ１の第２及び第４ゲートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ４を、第１幅Ｗ１及び第２電
圧Ｖ２に変換する電圧変換部２６４と、各入力ラインに従属的に接続されて、偶数番目の
ゲートラインＧＬ２，ＧＬ４，．．．，ＧＬｎに第１幅Ｗ１及び第２電圧Ｖ２のゲートパ
ルスを供給するｍ（ただし、ｍは、ｎ／２の正の整数）個のステージ２６２１～２６２ｍ
と、で構成される。
【０１６４】
　したがって、本発明の実施の形態７による液晶表示装置の駆動装置及び駆動方法は、タ
イミング制御部３２２により生成される第１幅Ｗ１及び第１電圧Ｖ１の第１及び第３ゲー
トシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ３と、第２幅Ｗ２及び第１電圧Ｖ１の第２及び第４ゲ
ートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ４を用いて、奇数番目の画素列Ｐｏと偶数番目の画
素列Ｐｅのそれぞれに供給されるゲートパルス幅Ｗ１，Ｗ２及び電圧Ｖ１，Ｖ２を異なら
せることによって、画像表示部２１２のライン反転駆動時に生じる縦ディムを最小化する
ことができる。
【０１６５】
　図１９は、本発明の実施の形態７による液晶表示装置の駆動方法を示す波形図である。
【０１６６】
　図１９とともに、図１２及び第１８を参照すると、本発明の実施の形態７による液晶表
示装置の駆動装置及び駆動方法は、奇数番目の画素列Ｐｏ及び偶数番目の画素列Ｐｅに互
いに異なる幅Ｗ１，Ｗ２及び電圧Ｖ１，Ｖ２のゲートパルスを供給する本発明の第６実施
形態と同じ方式で駆動される。
【０１６７】
　したがって、本発明の実施の形態７による液晶表示装置の駆動装置及び駆動方法は、タ
イミング制御部３２２により生成される第１幅Ｗ１及び第１電圧Ｖ１の第１及び第３ゲー
トシフトクロックＣＬＫ１，ＣＬＫ３と、第２幅Ｗ２及び第１電圧Ｖ１の第２及び第４ゲ
ートシフトクロックＣＬＫ２，ＣＬＫ４を用いて、奇数番目の画素列Ｐｏと偶数番目の画
素列Ｐｅのそれぞれに供給されるゲートパルス幅Ｗ１，Ｗ２及び電圧Ｖ１，Ｖ２を異なら
せることによって、画像表示部２１２のライン反転駆動時に生じる縦ディムを最小化する
ことができる。
【０１６８】
　一方、本発明の実施の形態７による液晶表示装置の駆動装置において、ゲート駆動部は
、図１４のように構成されることができる。
【０１６９】
　一方、本発明の実施の形態６及び７による液晶表示装置の駆動装置において、ゲート駆
動部は、各画素２１６とゲートライン間の接続構造によって少なくとも２個のゲートシフ
トクロックを用いて奇数番目の画素列Ｐｏと偶数番目の画素列Ｐｅに互いに異なるゲート
パルスを供給する。
【０１７０】
　以上では具体的な実施形態及び図面に限定して本発明を説明してきたが、これらに限定
されず、本発明の技術的思想を逸脱しない範囲内で様々置換、変形及び変更が可能である
ということは、当分野で通常の知識を持つ者にとっては明らかである。
【図面の簡単な説明】
【０１７１】
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【図１Ａ】従来技術によるライン反転を示す図である。
【図１Ｂ】従来技術によるライン反転を示す図である。
【図２】図１Ａ及び図１Ｂに示す各画素に供給されるデータ電圧の極性及びゲートパルス
を示す駆動波形図である。
【図３】本発明の実施の形態１による液晶表示装置の駆動装置を示す図である。
【図４】図３に示すタイミング制御部から発生する第１乃至第４ゲートシフトクロックを
示す波形図である。
【図５】本発明の実施の形態１による液晶表示装置の駆動方法を示す駆動波形図である。
【図６】本発明の実施の形態２による液晶表示装置の駆動装置を示す図である。
【図７】図６に示すタイミング制御部から発生する第１乃至第４ゲートシフトクロックを
示す波形図である。
【図８】図７に示すゲート駆動部を示す図である。
【図９】本発明の実施の形態２による液晶表示装置の駆動方法を示す駆動波形図である。
【図１０】本発明の実施の形態３による液晶表示装置の駆動装置を示す図である。
【図１１】図７に示すゲート駆動部を示す図である。
【図１２】本発明の実施の形態４による液晶表示装置の駆動装置において、ゲート駆動部
を示す図である。
【図１３】本発明の実施の形態４による液晶表示装置の駆動方法を示す駆動波形図である
。
【図１４】本発明の実施の形態５による液晶表示装置の駆動装置において、ゲート駆動部
を示す図である。
【図１５】本発明の実施の形態６による液晶表示装置の駆動装置を示す図である。
【図１６】図１５に示すタイミング制御部から発生する第１乃至第４ゲートシフトクロッ
クを示す波形図である。
【図１７】本発明の実施の形態６による液晶表示装置の駆動方法を示す駆動波形図である
。
【図１８】図１５に示すタイミング制御部から発生する本発明の実施の形態７による第１
乃至第４ゲートシフトクロックを示す波形図である。
【図１９】本発明の実施の形態７による液晶表示装置の駆動方法を示す駆動波形図である
。
【符号の説明】
【０１７２】
　１６，１１６　画素、１１０，２１０　液晶パネル、１１２，２１２　画像表示部、１
２０，２２０　印刷回路基板、１２２，２２２，３２２　タイミング制御部、１３４，２
３４　テープキャリアパッケージ（ＴＣＰ）、１４０，２４０　データ集積回路、１５０
，２５０　第１ゲート駆動回路、１６０，２６０　第２ゲート駆動回路。
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摘要(译)

要解决的问题：通过最小化关于驱动装置的纵向调光和液晶显示装置的驱动方法来改善图像质量。ŽSOLUTION：液晶显示装置的
驱动装置配备有液晶面板，该液晶面板配备有图像显示单元，该图像显示单元具有多条数据线和多条栅极线，并且还具有连接到第
一侧的奇数像素阵列每条数据线和奇数栅极线以及连接到每条数据线和偶数栅极线的第二侧的偶数像素阵列的栅极驱动器，向奇数
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栅极驱动器提供相互不同的栅极脉冲编号的像素阵列和偶数像素阵列，向各个数据线提供正极性或负极性数据电压的多个数据集成
电路，以及向各个数据集成电路提供外部数据信号的定时控制器因此，
正极性或负极性数据电压被提供给各个数据线，并控制数据集成电路和
栅极驱动器。Ž


